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2025年
広 報

第24回筑前飯塚・地産大豆de節分まつり
市内の巳年の方（44名）とまつり関係者の方々によって、

「福は内～」の掛け声に合わせ、朝から集まった多くの来場者に向けて
福豆が豪快に撒かれました。
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FUK CHOCOLATE 
IIZUKAセレクション

飯塚の飯塚による飯塚の為の
チョコレート

大切な人への贈り物に是非FUKチョコを。

店舗情報
飯塚市川津639-5
☎0948-43-9343

02
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味が染み込むように、丁寧に手切りした白
菜を、初代から続く変わらぬヤンニョム（キ
ムチの素）で漬けています。白菜本来の甘
み、唐辛子の風味を生かした、シンプルだ
けど、飽きがこない美味しさにこだわってい
ます。毎日の食卓のおともに、当店の白菜キ
ムチはいかがですか。

愛菜々園
春ばあちゃんの
手作り白菜キムチ

シンプルだけど、
飽きがこない美味しさ

味にうるさいと言われた飯塚の皆さまに、90
年間、愛され、育んでいただいた白菜キムチ。
年中美味しく食べられるように厳選した白菜
を使用しています。あつあつの炊き立てご飯
と！あったかお鍋と！ぜひお召し上がりくださ
い。

問合せ　特産品振興・ふるさと応援課（☎0948-22-5553）
02IIZUKA 2025.3 No.228

店舗情報
飯塚市菰田東二丁目22-44☎0948-22-0402

1,750円（税込）販売価格

378円（税込）販売価格

パティシエ深見さん

飯塚の事業者が手掛ける商品4品「金芳の
醬油『奥紫』、ヱビス味噌『特太白味噌×
落花生』、オアシス珈琲『イタリアンロース
ト』、倉重酒店芋焼酎『すかぶら』」と、あ
まおう苺をチョコレートの中に閉じ込めまし
た。パッケージは茜染めをモチーフにした
色合いで、ボタ山を
イラストにしました。
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3月8日は「国際女性デー」です
人権いいづかぬくもりNo.114

　1904年3月8日にアメリカ・ニューヨークで起きた女性の参政権を求めたデモが起源となり、1975年の
国連で3月8日を「国際女性デー」とし、女性への差別撤廃と女性の地位向上を訴える日となりました。

　「ジェンダー」とは、生物学的な性別ではなく、社会的・文化的につくられた男性像・
女性像のことです。「ジェンダー平等」とは性別に関わらず、平等に責任や権利や
機会を分かちあい、あらゆる物事を一緒に決めていくことを意味します。

　世界の国々の中で、日本はジェンダー・ギャップが大きく、特に政治・経済分野において女性の社会進
出が進んでいません。全ての人が性差に関係なく、目標の実現ができる社会になるためには何が必要なの
かをこれからも考えていきましょう。

　内閣府男女共同参画局が調べた社会全体で見る男女の地位について、平等かどうかという質問で、男性
の方が優遇されていると答えた人は、全体の75.6%と非常に高い結果が見られました。
実際に数字で見てみると…

　行政や企業でもさまざまな取組が行われていますが、私たち一人ひとりがジェンダー平等の意識を高め
ることで日本の男女格差は埋まっていくのではないでしょうか。

「ジェンダー平等」とは？

◎ジェンダー・ギャップ指数による日本の男女格差の総合ランキングは、146か国中118位　【2024年】
◎分野別の世界ランクは以下のとおり
　健康分野⇒　58位　　教育分野⇒　72位
　政治分野⇒ 113位　　経済分野⇒ 120位

賃金：男性を100としたとき女性の賃金は74.8％にとどまっています。背景のひとつとして、正社員
　　　と比べて賃金が安いパート等で働く女性が多いことがあげられます。非正規雇用率は男性
　　 22.2％に対して、女性は53.3％と男性の倍以上になっています。　【数字は2023年】
政治：女性議員数の割合…衆議院議員10.4％（48人）、　参議院議員26.7％（66人）　【2024年2月】

世界での日本の男女平等に関する状況は？

日本における男女格差の現状は？

※人権相談・法律相談も受け付けています！詳細は P.24「無料相談コーナー」をご覧ください。

【問合せ】 人権・同和政策課（☎0948-43-4764）

ジェンダー平等と人権について考えてみよう

みんなの人権 110 番：☎0570-003-110
子どもの人権 110 番：☎0120-007-110
女性の人権ホットライン：☎0570-070-810

インターネットでも相談を受け付けています。
詳細はホームページからご覧いただけます。

ジェンダー・ギャップ指数とは
ジェンダー・ギャップ指数とは、「世界経済フォーラム」が
経済、教育、健康、政治の4分野において世界146か国のデー
タから算出した指数です。
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　男女共同参画推進センター（サンクス）では、性別や年齢にとらわれずのびのびと暮らせる豊かなまちづ
くりを目指してさまざまな視点から、男女共同参画社会を考える講座や事業を実施しています。今年度、こ
れまでに開催されたものを紹介します。

　若年層への啓発を目的として、二十
歳を祝う会で講演会を開催しました。
　講演では、坂田さんから、これから
社会に羽ばたく20歳のみなさんに、性
別にとらわれず自分らしく生きていく
ためのメッセージが贈られました。

交流センターとの共同開催事業
●5月27日月開催（菰田交流センター）
　背骨コンディショニング講座
　講師：山口　真吾さん
●8月22日木開催（菰田交流センター）
　防災食つくり講座
　講師：飯塚市食生活改善推進員のみなさん

　講座では、砥石の種類や、包丁を研ぐ
角度まで、細かな説明があり、実習では、
みなさん集中して作業をされていまし
た。たくさんのご参加ありがとうござい
ました。

　男女共同参画推進センターサンクスでは、男
女共同参画についての理解を深めていただくた
めに出前講座を行っています。今年度は、民生
委員・主任児童委員定例会をはじめ各種団体の
会議などで出前講座を開催させていただきまし
た。ご協力ありがとうございました。

　サンクスフォーラムは男女共同参画の市民の意識の醸成を図り、男女
共同参画社会づくりを推進することを目的として、市内で活動する団体
と個人会員で構成された実行委員会のメンバーで毎年開催しています。

　今回は、「生きづらさを抱える女性や若者は今」をテーマに、NPO法
人しんぐるまざあず・ふぉーらむ理事長の赤石千衣子さんによる講演を
はじめ、福岡県内で10～20代の女性を対象としたアウトリーチ活動等を
している団体「パープルエイド」の大西良さんと前田春菜さんによる実践
報告を行いました。多くの方にご参加いただき、ありがとうございました。

多くの女性が太陽「サン」のように輝き、家庭でも街でも楠「クス」のように大きく枝を
広げて欲しいという願いが込められています

事業実施報告

＜主催事業＞

～男女共同参画社会の実現をめざして～
第18回サンクスフォーラム

サ　ン　ク　スサ　ン　ク　ス
飯塚市男女共同参画推進センター情報

施設名の愛称「サンクス」の由来

講師：峯 祥章さん
講師：坂田 静香さん

～出前講座を開催しました～

1月26日日開催　男性の家事参画応援講座　
プロから学ぶ家事道具を正しく長く
使うための講座（包丁研ぎ編）

1月12日日開催　男女共同参画推進講演会　
「女らしく・男らしくより私らしく」
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　男女共同参画社会の実現にむけて活動する団体に、男女共同参画問題解決のための事業に対し、補助金を
交付しています。

●と　き　3月26日水 18時～19時半
●ところ　飯塚市役所本庁舎 1階 多目的ホール
●講　師　昭和大学　有馬 牧子先生
　　　　　立命館大学　枝川 義邦先生　
●主　催　飯塚市（男女共同参画推進課・健幸保健課）
未来の自分のために「更年期の健康づくり」や「健やかな睡眠と健康増進」
について学んでみませんか。誰でも参加可能です。

6月～8月開催
飯塚市の幼稚園・保育園・保育サービス情報収集と発信
市内の幼稚園・認定こども園・保育園などの保育施設からアンケートに協力して
いただき、収集した情報を公開することで、飯塚市の子育て資源の情報提供を
行いました。

10月25日金 開催
講座：今日から始める防災への一歩　～東日本大震災の経験と
　　 防災活動をジェンダーの視点で読み解くと～
講師：堀 久美さん （大阪公立大学客員研究員・一般社団法人 LEO-G代表）
東日本大震災を東北で経験した講師から、 具体的なデータをもとになぜ防災に男
女共同参画の視点が必要なのかを学びました 。

10月26日土 開催
講座：炭鉱と女たち～こんな女の歴史があったのか～
講師：井手川 泰子 さん
日本の近代化を支えた筑豊地方の炭鉱で働いた「女坑夫（鉱員）」たちの声を20
年にわたり聞き、記録した「火を産んだ母たち」の著者である講師から話を聞き、
女性の権利が確立されていなかった時代の炭鉱で働いた女性のたくましさ、苦労、
女性同士のつながり等を知る事ができました。

11月9日土 開催
講座：私たちのまちは私たちが変える
　　～市民活動とまちづくりの仕組み～
講師：藤林 詠子さん （久留米 市議会議員）
誰もが暮らしやすい社会にするために、私たちのまちを私たち市民がどう変えて
いけるか、そのために市民活動として何をしなければならないかを学びました。

2月16日日開催
上映会「今日も明日も負け犬。-起立性調節障害と紡いでいく-」
若年層に発症しやすいと言われている起立性調節障害、当事者の実体験をもと
に製作された映画の上映会を行いました。また、映画の製作に関わった学生た
ちの居場所となった地域コミュニティとしての児童館を見学した報告も行いまし
た。

＜男女共同参画推進補助金交付事業＞

男女共同参画推進センター
（サンクス）
〒820-0041飯塚市飯塚14番67号
☎0948-22-7058
FAX 0948-22-3609
E-mail sunkusu@city.iizuka.lg.jp
ホームページ

～未来の自分に贈るカラダとココロの健幸づくり講座（更年期・睡眠編）～
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年度末・年度始めの混雑緩和のため
休日窓口を開設します

●開設日：3月30日日・4月5日土
●開設時間：8時半～12時15分
住所異動の手続のほか、下記の窓口を開設します。
この機会に是非ご利用ください！

・開設する窓口は、上記のとおり本庁舎1階の窓口の一部、各支所の市民窓口課のみです。
・休日窓口で受付できる業務は、平日の各窓口で取り扱っている業務の一部ですので、ご注意ください。
・他市区町村、関係機関等に問合せが必要な場合など、手続の内容によっては後日改めてお越しいただくこと
　があります。
・手続の際に、運転免許証などの本人確認書類、委任状、印鑑等が必要な場合があります。
・戸籍の届出は宿日直室でお預かりします。そのため、即日の受理証明書の交付や変更後の氏名等での住民
　異動の手続はできません。
・詳細は事前に各担当課へお問合せください。

本
庁
舎
　
１
階

開設窓口·問合せ先

市民課
（☎0948-96-8210）

医療保険課
（☎0948-96-8212　

　　☎0948-96-8213）　
税務課

（☎0948-22-5525）
こども家庭課

（☎0948-43-8735）
保育課

（☎0948-22-5548　
　　☎0948-96-8214）　

介護保険課
（☎0948-96-8232）
社会·障がい者福祉課

（☎0948-22-5507　
　　☎0948-96-8235）　

まちづくり推進課
（☎0948-96-8257）

各支所 市民窓口課　　

　　　　　　　　　　　　　　取り扱い業務　
・転入、転出、転居の住民異動届出（市営住宅の手続を除く）
・住民票の写し、戸籍謄抄本·附票の写し、税証明等の各種証明書交付
（広域交付住民票・戸籍証明書の広域交付を除く）
・マイナンバーカードの券面記載事項の変更手続、申請および交付の手続
・印鑑登録、印鑑登録証明書の交付　・学校給食費の納付書再発行および収納
・国民健康保険、後期高齢者医療保険等の手続　・後期高齢者医療保険料の収納
・子ども医療、ひとり親家庭等医療、重度障がい者医療等の手続

・市税、国民健康保険税の収納 　・納税相談　・口座振替手続 
・各種納税通知書送付先変更の手続

・児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当の手続

・公私立保育所等の入退所手続、保育料収納

・住民異動に伴う介護保険の認定者の手続
・要介護認定申請等の手続（代行申請を除く）

・障がい福祉サービス、障がい児通所サービス、地域生活支援事業、
　各種障がい者手帳、各種手当、自立支援医療等申請受付業務

・自治会加入促進キャンペーン（※4月5日のみ開設）

・上記取り扱い業務のうち、「納税相談」「自治会加入促進キャンペーン」を
　除くすべての業務

詳細は
市HPへ



07 IIZUKA 2025.3 No.228

窓口での住民票の写し等各種証明書交付手数料の
支払にキャッシュレス決済が利用できます！
キャッシュレス決済を利用できる窓口
市民課、税務課、各支所（穂波・筑穂・庄内・頴田）市民窓口課
対象となる手数料など
住民票の写し、戸籍証明書、印鑑登録証明、戸籍の附票の写し、所得課税証明、納税証明、
固定資産評価（公課）証明、臨時運行許可、身分証明書 等の交付手数料
利用できる決済サービス

●問合せ　市民課（☎0948-96-8210）・税務課（☎0948-96-8215）
　　　　　または 各支所市民窓口課

交通系 IC

クレジットカード

QR コード決済

電子マネー

引越し手続はマイナポータルで！
マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナポータルから
転出届・転入予約をオンラインで提出できます

マイナンバーカードを使用して
マイナポータルからオンラインで
転出届出・転入予約（転入予定の連絡）

お引越し後14日以内に
マイナンバーカードを持参し
窓口で転入届出等

必要なもの　●電子証明書（※）が有効なマイナンバーカード（暗証番号が必要です）
　　　　　　●マイナポータルにアクセスする端末（スマートフォン・ＰＣなど）
　　　　　　●連絡先電話番号　●新しい住所（国内への転出のみ手続可能）
　　　　　　※利用者用電子証明書（数字4桁）及び署名用電子証明書（英数字6桁～16桁）

デジタル庁ＨＰ

飯塚市ＨＰ

◎オンラインでの転出届の内容に不備がある場合など、受付できない場合があります。

●問合せ　市民課　☎0948-96-8210

手続の流れ
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①平成 19年 3月 24日までに生まれた人
②令和 6年 12月 5日までに転入届をし、引き続き飯塚市内に住所を有している人、または飯塚市から福岡
　県内に転出した人のうち、飯塚市の住民票が作成された日から 3か月以上住民基本台帳に記録されていた
　人で、転出後 4か月を経過しない人（引き続き福岡県内に住所を有する人）
③公民権停止等の欠格事項に該当しない人
※福岡県外に転出すると、投票ができなくなりますのでご注意ください。
上記のすべてを満たし、飯塚市の選挙人名簿に登録されている人が投票できます。

投票することができる人

　投票所入場整理券（ハガキ）は、大切に保管し、投票の際に投票所にご持参ください。もし、入場整理券
を紛失されたとき、忘れたときは、各投票所で再交付しますので、本人が確認できるもの（マイナンバーカー
ド・運転免許証・資格確認書（被保険者証）など）を持参して投票所の受付係にお申し出ください。

入場整理券について

選挙当日は、郵送される投票所入場整理券の表面に記載された投票所にお越しください。
※次の投票所は、今回の選挙から場所が変更となりますのでご注意ください。

当日の投票所

期日前投票所での投票のために、コミュニティバス、予約乗合タクシー、エリアワゴン、路線ワゴンを利用
される場合はその運賃が無料になります。ご利用の際は必ず入場整理券（ハガキ）をお持ちください。

期日前投票の移動支援

入院中、他市区町村に仕事や学業などで一時的に滞在中など、一定の事由により投票日に投票所へ行けない
方は不在者投票を行うことができます。詳しくは飯塚市選挙管理委員会へお問合せください。

不在者投票について

期日前投票所と期間

3月23日日は
福岡県知事選挙の投票日です

変更前

鯰田小学校

上穂波小学校

※今まで筑穂支所で投票をしていた方も、筑穂支所 3階会議室にお越しください。

期日前投票ができる場所

飯塚市役所本庁　1階多目的ホール

穂波支所　１階会議室

筑穂支所　3階会議室

庄内交流センター別館（庄内図書館横）

頴田支所　会議室

住所

新立岩 5番 5号

忠隈 523番地

長尾 1242番地 1

綱分 791番地 4

鹿毛馬 2333番地 4

投票期間

3月 7日金

～ 3月 22日土

投票時間

午前 8時 30分から

午後 8時まで

変更後（今回の投票所）

鯰田交流センター

筑穂支所　3階会議室
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投票日当日の移動が困難な方にタクシーによる移動支援（無料）を行います。
◆利用可能日時
◆申込期間

◆利用料金
◆対象者

◆利用の流れ

◆注意事項
　

3月23日日　8時～17 時
3月17 日月～ 3月21日金　8時～17 時
　　　　　　 3月22日土　8時～12 時
無料
飯塚市の選挙人名簿に登録されている人で、次の 1 ～ 3 のすべてに該当する人
　1 投票日に飯塚市内に居住している人
　2 交通手段または補助の移動手段がない人で、自宅から当日投票所までの移動が困難な人
　3 次のア・イのいずれかに該当する人
　　ア．自ら送迎車両までの移動が可能であること
　　イ．自ら送迎車両までの移動が困難な場合は、自宅及び投票所で送迎車両までの移動
　　　　を介助する付き添いまたは介護する人が同伴できること
1 下表の中から、ご自宅から近いタクシー会社に直接申込んでください。
2 タクシー会社に下記を伝えてください。
　①「投票日当日の移動支援の申込み」
　②住所、氏名、利用時間、電話番号等
　　（申込多数の場合は、ご希望の時間に添えない場合があります。）
3 投票日当日、タクシーで投票所に向かい、投票後、タクシーで自宅に戻ります。
　（別の場所には行けません。）
・入場整理券（ハガキ）を必ず持参し、タクシー運転士に提示してください。
・送迎は自宅（選挙人名簿登録住所）から指定の投票所（選挙人が名簿登録されている投票
　区の投票所）までの往復です。
・1台に同居のご家族や介助する人が乗車できます。
・配車は申込み順のため、お待ちいただく場合があります

投票日当日の移動支援　　　　　※事前申込が必要です。

※筑穂地区の方は穂波タクシー、みのりタクシーがご自宅から近いタクシー会社です。
※頴田地区の方は安全タクシー、エースタクシーがご自宅から近いタクシー会社です。

●問合せ　飯塚市選挙管理委員会　☎0948-22-5500（内線：1313）

 
グリーンベルトタクシー

オレンジタクシー
安全タクシー
穂波タクシー

みのりタクシー
エースタクシー 
庄内タクシー

☎0948-22-1655
☎0948-22-0023
☎0948-23-1016
☎0948-22-1040
☎0948-22-4264
☎0120-53-1233
☎0948-82-0018

所在地（地区）
川津（飯塚地区）
川津（飯塚地区）
鯰田（飯塚地区）
天道（穂波地区）

太郎丸（穂波地区）
有井（庄内地区）
赤坂（庄内地区）

タクシー会社 県政にたずさわる人
を選ぶ身近で大切な
選挙です。忘れずに
投票しましょう。
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●基準日（令和6年12月13日）時点で飯塚市に住民票がある世帯のうち、世帯全員の令和6年度の住
　民税均等割（令和5年中の収入を基に算定）が非課税である世帯が対象です。
　※住民税が課税されている者の扶養親族等のみからなる世帯は支給対象外となります。
　※生活保護を受給している人でも、住民票の同一世帯内に住民税課税者 (全額減免されていない場合を含
　　む )や未申告者が含まれる場合は対象になりません。
　※世帯の中に令和6年度の住民税未申告者等を含む場合は支給の対象となりません。
●対象世帯で、基準日から令和7年4月30日までに生まれた子どもは加算の対象になります。（令和
　6年度課税情報は令和6年12月末日時点のデータを参照し、対象者を抽出）
●令和7年3月末から順次支給開始（一部は申請不要で支給）します。
　・対象世帯の世帯主のうち、飯塚市から令和5年度以降に口座振込により給付金の支給を受けた
　　人には、令和7年2月下旬に通知を発送しています。受取口座の変更や辞退の申し出がないときは、
　　申請は不要で、令和7年3月19日に当該口座に給付金を振込みます。（プッシュ型支給）
　・対象世帯の世帯主のうち、飯塚市から令和5年度以降に口座振込により給付金の支給を受けた
　　人であっても、「世帯主が変わった世帯」「世帯主本人以外の名義の口座に振り込まれた世帯」の
　　場合はプッシュ型支給ではなく、令和7年3月上旬に支給要件確認書と手続のご案内を発送しま
　　す。（申請型支給）
　※支給要件確認書を市役所で受理した日から3週間程度で支給します。
　※支給要件確認書に不備があった場合は支給が遅れる場合があります。
●世帯の中に令和6年1月2日以降に飯塚市へ転入された方を含む場合
　転入された方については、転入前の自治体へ課税状況等の照会が必要となるため、対象世帯の世
　帯主には、令和7年3月上旬から支給要件確認書と手続のご案内を順次発送します。
　※条件により転入前の自治体に照会ができない場合があります。支給対象者に該当するにも関わらず令和
　　７年３月21日を過ぎても案内通知が届かない場合は、臨時特別給付金コールセンターまでご連絡くださ
　　い。

　物価高の影響を受ける低所得者の支援として、令和6年度住民税非課税世帯に
1世帯あたり3万円を現金で支給します。
また、該当世帯内の18歳以下の子ども１人あたり2万円を加算します。
※差押えや生活保護の収入認定の対象にはなりません。

住民税非課税世帯を対象とした給付金を支給します！

　12月1日以降に税の修正申告等を行っ
た場合は、臨時特別給付金コールセン
ターまでご連絡ください。
　また、配偶者やその他親族からの暴
力等を理由に飯塚市に避難している方も
対象となる場合がありますので、同様に
ご連絡ください。

「振り込め詐欺」や
「個人情報の搾取」
にご注意を！給付金
の詳細は市HPを
ご確認ください。

【問合せ】　飯塚市　臨時特別給付金コールセンター
☎0948-96-8547（平日9時～17時）　/　FAX：0948-21-6356

市HP
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健幸づくり
け 　 ん 　 　 こ 　 う

健幸／個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心して豊かな生活を営むこと。
　　　飯塚市は健幸都市をめざしています。

 健康相談
●と　き／①3月18日火　10～12時
　　　　　②3月19日水　13時半～15時
●ところ／ ①イオン穂波ショッピングセンター
　　　　　　1階 A-BOOK前ふれあい広場
　　　　　②飯塚市役所本庁2階202会議室
●内　容／血圧測定・血管年齢測定・
　　　　　保健師による健康相談（※予約不要）

 歯周病検診は令和7年3月31日までです
●対象者／令和6年度に以下の年齢になる方
　40歳 (昭和59年4月2日～昭和60年4月1日生まれ )
　50歳 (昭和49年4月2日～昭和50年4月1日生まれ )
　60歳 (昭和39年4月2日～昭和40年4月1日生まれ )
　70歳 (昭和29年4月2日～昭和30年4月1日生まれ )
※対象者には、令和6年4月に受診券を郵送しています。受
　診券を紛失された方や4月以降に転入された方は、受診
　券を郵送しますので、健幸保健課健康づくり係までお問
　合せください。
●受診料金／無料
●受診方法／飯塚市歯周病検診実施歯科医院で事前に予約
　　　　　　をしてから受診してください。
　　　　　　（受診できる歯科医院は、受診券と一緒に郵
　　　　　　送しています）
　　
 肺炎等を予防するために
 肺炎球菌予防接種を受けませんか
　肺炎は日本の死亡原因の第5位であ
り、成人の肺炎の約2～3割は肺炎球
菌により引き起こされているとの報
告があります。肺炎球菌は肺炎のほ
かにも血液の中に細菌が回ってしま
う敗血症などの重い感染症の原因に
なることがあります。
　現在、65歳の方を対象に定期予防
接種を行っています。対象者には65
歳の誕生日の翌月に接種券を郵送し
ていますので是非この機会に接種を
ご検討ください。
　詳細については、健幸保健課感染
症対策室へお問合せください。

 和食文化講習会
〓飯塚市食生活改善推進会協働事業〓
　ユネスコ無形文化遺産に登録された「和食」
伝統的な日本の食文化にふれ、調理体験しませんか。
●と　き／4月19日土　10時半～12時
●ところ／健幸プラザ
●内　容／フルーツ大福
●参加費／300円　●定　員／12名
●持参品／エプロン・三角巾・手ふき
●申込開始／3月28日金

 骨髄等移植ドナー助成事業について
　骨髄または末梢血幹細胞を提供した方に対して助成金を
交付します。
●対象者／市内に住所を有する方
　　　　　骨髄バンク事業にドナー登録を行い提供を完了し
　　　　　た方、または提供者の自己都合以外の理由により
　　　　　提供が中止された方
※助成内容、助成金額についての詳細は健幸保健課健康づ
　くり係までお問合せください。なお、骨髄ドナーの登録
　は献血時にも実施できますので、皆様のご協力をお願い
　いたします。

 HPV(子宮頸がん予防 )ワクチンの
 キャッチアップ接種の条件付延長について
　現在、HPVワクチンのキャッチアップ接種については、対象
期間（注1:下記参照、以下「キャッチアップ接種期間」という）を
設け、実施しておりますが、令和6年夏以降の需要の大幅な増
加に伴う限定出荷の状況等を踏まえ、期間終了後も条件付きで
延長（経過措置）されることとなりました。
　また、現在定期接種対象の高校1年生相当（平成20年度生ま
れ）の方も同様に延長されます。
　下記詳細をご覧になり、接種が完了されていない方は、条件
等確認のうえ、接種の検討をされますようお願いいたします。
●対象者・条件／①または②にあてはまる方
　①平成9年4月2日～平成20年4月1日生まれの女性で、　
　　キャッチアップ接種期間に HPVワクチンを1回以上接
　　種し、全3回の接種が完了していない方
　②平成20年4月2日～平成21年4月1日生まれの女性（令
　　和6年度が定期接種の最終年の方）で、キャッチアッ
　　プ接種期間に HPVワクチンを1回以上接種し、全3回
　　（注2）の接種が完了していない方
●延　長／令和8年3月31日までの1年間
注1）キャッチアップ接種期間（令和4年4月1日～令和7年3月31日）
注2）9価ワクチン（シルガード9）を15歳未満で開始した方は2回で接種完了となります。

※相談・教室等に参加される方は、マスク着用の上、お越しください。また、当日体調の悪い方は、参加をお見合わせください。
※定員のあるものに関しては、定員になり次第締切となります。

【申込み・問合せ先】
 健康相談・歯周病検診・教室　等
健幸保健課　健康づくり係　忠隈 523 番地
☎0948-96-8613　FAX：0948-25-8994
 予防接種
健幸保健課　感染症対策室　忠隈 523 番地
☎0948-96-8615　FAX：0948-25-8994

詳細は市 HPへ
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あおぞらウォーキングの
コースの一部をご紹介します！

あおぞらウォーキング注意点
■前日は睡眠を十分にとり、体調を整えて参
　加しましょう。
■寒暖の差が大きい季節です。暖かくなった
　らすぐに脱げる上着を準備しましょう。
■飲み物などはリュックやウエストポーチに
　入れましょう。
■集団で歩きます。危険防止のため日傘の 
　使用は禁止します。帽子やサングラスなど
　で紫外線対策をとりましょう。

健幸プラザからのお知ら せ
健幸プラザ健康運動教室の参加者を募集します。
４月の教室の申込みは3月14日金から始まります。
みんなで楽しく体を動かしましょう！
※あおぞらウォーキングの申込先ではありません。

【申込方法】　健幸プラザへ電話でお申込みください
　　　　　　（☎0948-24-2057）

【日 程 表】　右の二次元コードから
 　　 ご覧いただけます

【頴田地区】　島奥ため池

申込番号 ①　　所 勢田1058
見 池の周りに遊歩道が整備されて
おり、 ２種類の桜が楽しめます。

【庄内地区】　鳥羽池

申込番号 ③　　所 有安892-2　
見 桜並木を楽しみながら、池の周
りを周回できます。健康遊具も設
置されています。

【穂波地区】飯塚市グラウンドゴルフ場
申込番号 ⑦　　所 平恒866-3　　

見グラウンドゴルフがプレイできる敷地の外周に
ウォーキングコースがあります。

【飯塚地区】　健幸ウォーキングコース

申込番号 ⑤　　所 芳雄町3-83　　
見 足元のコース案内マークを参考にしながら、
遠賀川河川敷をウォーキングできます。

マークの一例↓

申込番号
所 …所在地
見…見どころ
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あおぞらウォーキング
暖かくなり、気持ち良くウォーキングできる季節となりました。
つつじや桜などの花々や川のせせらぎを楽しみながら、飯塚市の各所をみんなで歩いてみませんか？

申込
番号
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯

日程

4月1日火
4月2日水
4月3日木
4月4日金
4月7日月
4月8日火
4月9日水
4月10日木
4月14日月
4月15日火
4月17日木
4月18日金
4月21日月
4月24日木
4月25日金
4月30日水

集合場所　　　

島奥ため池駐車場（頴田）
うぐいす塚ため池（筑穂）

庄内体育館
健幸プラザ

中の島（芳雄橋下）
鎮西交流センター
穂波交流センター
二瀬交流センター

筑穂多目的グラウンド駐車場
庄内交流センター
新飯塚駅前ひろば
鯰田交流センター
頴田交流センター
勝盛公園（管理棟前）
幸袋交流センター
穂波交流センター

対　象 料　金飯塚市民

時　間 ９時半開始　（所要時間60～90分程度）

内　容 ストレッチ、ウォーキング（2～6ｋｍ程度）

申　込

無　料 定　員 各回30名程度

3月7日金から受付開始（先着順）
健幸保健課 健幸都市係へ電話でお申込み
ください。

（☎0948-96-8614）
※以下に記載の申込番号をお伝えください。
※申込みはおひとりさま４コマまでです。

雨天の場合は中止となります。
当日の天候を見てご自身で判断がつかない
場合は、健幸保健課 健幸都市係へお問合
せください。

【飯塚地区】　山王山古墳

申込番号④　　所西徳前401-28ほか　
見築造時期は6世紀末～７世紀初頭と推
定され、穂波古墳群の中では最後の首長
墳と考えられています。平成27年に福岡
県指定史跡となりました。

【筑穂地区】　大分廃寺塔跡

申込番号⑨　　所大分718　　　
見建立時期は８世紀初頭と推定されてい
ます。奈良時代の寺院の塔跡として、昭
和１６年に国指定史跡となりました。

【問合せ】　健幸保健課　健幸都市係　☎0948-96-8614

集合場所の詳細は市ホームページへ
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ちょっと役立つお知らせ : このページを抜き取ると子育てに関する情報を持ち歩きできるようになりました

【問合せ】 こども家庭課 こども手当係 ☎0948-43-8735　FAX：0948-21-9508

児童扶養手当とは？

母子・父子世帯等の生活の安定を図り、自立を促進することを目的として、父母の離婚・父または母の
死亡などによって、父または母と生計を同じくしていない児童等に手当を支給する制度です。

手当を受けられる人

次の要件等に該当する児童（0歳から18歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある児童、障がい
児については20歳未満）を監護している父または母
※父または母に代わって児童を養育している人も対象になる場合があります。
　○父母が婚姻（事実上婚姻状態を含む）を解消した児童　　　　
　○母が婚姻によらないで懐胎した児童
　○父または母の生死が明らかでない児童　　　　　　　　　　　　　　
　○父または母が死亡した児童
　○父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童　　　　
　○父または母から1年以上遺棄されている児童
　○父または母が施行令に定める程度の障がいの状態
　　（年金の障がい等級1級程度）の児童
　○父または母が法令により引き続き1年以上拘禁されている児童　など　

手当の支給額（令和6年度）

全部支給：45,500円
一部支給：10,740円～45,490円
※前年度の所得が制限を超える場合は、手当が支給されません。
※公的年金を受給する場合は、手当額が変更する場合が
　ありますので、必ず届出をお願いします。

資格の喪失について

○結婚をした場合（事実婚を含む）
〇特定の異性からの金銭的援助や頻繁な訪問がある場合
〇拘禁された場合
〇拘禁中の父または母が拘禁解除されたとき
〇対象児童が児童福祉施設等に入所、または養育・監護しなくなった場合
〇遺棄している児童の父または母から連絡、訪問、送金等があった場合　　など

※偽りその他不正の手段により手当を受けた人は、法律に基づき3年以下の懲役または30万円以下の罰
　金に処せられる場合があります。　

その他の
ひとり親家庭支援
の詳細は市HPへ

市HP
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　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付
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子育てに関する悩み相談やサービスの情報提供など行っています。
楽しいイベントも開催していますので、お気軽にお越しください♪

　　　施　設　名
街なか子育てひろば
筑穂子育て支援センター
庄内子育て支援センター　
頴田子育て支援センター　
穂波子育て支援センター　

　　　　　　　　住　　　所
本町 11-10( よかもん通り )                  
長尾 1242 番地の 1( 筑穂支所 3 階 ) 
綱分 791-4( 庄内図書館横 )
勢田 1101 番地 ( 頴田高齢者福祉センター内）
秋松 408( 穂波交流センター 2 階 )

TEL&FAX
☎0948-22-3809
☎0948-72-2970
☎0948-82-0089
☎0948-92-0333
☎0948-21-0066

詳細はＨＰにて
ご確認ください
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後 期 高 齢 者 医 療 制 度 保険料と医療費の負担のしくみ

【問合せ】医療保険課総務係（☎0948-96-8213）
福岡県後期高齢者医療広域連合（☎092-651-3111）　

●重複受診をしない… 検査や投薬をやり直すため医療費の無駄遣いになり、体にもよくありません。
●診療時間内に受診する … 急患の場合は別ですが、時間外は加算料金がかかります。
●かかりつけ医を持つ … 病歴や体質などを把握してもらえば、治療の効果もあがります。
●不安や疑問はきちんと聞く … 説明を受けたら、先生を信頼し指示を守りましょう。
●ジェネリック医薬品希望カードを利用する … お薬代が軽減されることがあります。
※日ごろから健康管理に努め、健康な体をつくることが医療費の削減、保険料率の引き下げにつながります。

※保険料を滞納すると…災害などの特別な事情がないのに保険料の滞納が続く場合、給付が一時差し止めになったり、
　差押処分などの措置を受けたりする場合があります。保険料は必ず納期限内にお納めください。

はり・きゅう受診券　　被保険者の健康増進のため、はり・きゅうの施術を受ける方に対して助成を行っています。
　　　　　　　　　　　助成を受けるためには、後期高齢者医療被保険者証等を持参のうえ、申請してください。

「後期高齢者医療制度」は、病院などで支払う自己負担額と保険から給付される医療給付費で構成されてい
ます。令和4年度の福岡県の一人あたり医療費118万円の内訳は、

『118,000円』（自己負担額）＋『531,000円（公費）＋106,200円（高齢者保険料）＋424,800円（若年者保険
料）』　（医療給付費）となります。（下図参照）

後期高齢者医療の保険料は、皆さんの医療費 (病院代など )が増えれば、高くなります。　
少しでも保険料が安くなるよう、一人ひとりが適切な受診を心がけましょう。

左のグラフは令和2年度から
令和4年度の１人当たりの後
期高齢者医療費をグラフ化し
たものです。福岡県・飯塚市
はともに全国平均よりもはる
かに高くなっています。

医療費を削減するために次のことを心がけましょう。

一人当たり後期高齢者医療費
全国平均 福岡県 飯塚市

114万
117万

118万
113万

113万
110万

130万

120万

110万

100万

90万

80万

92万 94万 95万

（円）

令和２年度 令和 3年度 令和 4年度

118万円

医療費の財源 令和4年度福岡県の１人当たりの後期高齢者医療費（年間118万円）で考えると…

医
療
機
関
へ

自
己
負
担
額

医
療
給
付
費

患者負担
（118,000）

※1割負担の場合
高齢者の保険料

約 1割（106,200 円）

保険料
被保険者

支援金
各医療保険の被保険者

後期高齢者支援金（若年者の保険料）
約 4割（424,800 円）

公費（税金）約 5割（531,000 円）

+
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学生納付特例とは？

国民年金だより
4月1日から令和7年度学生納付特例申請の受付が始まります！
マイナポータルからの申請が便利ですので、ぜびご活用ください！

　20 歳以上の学生で、所得が少なく保険料を納めることが困難な場合、申請により保険料の納付
が猶予される制度です。保険料が納められないときは、学生納付特例を申請しましょう。
・スマホ、マイナンバーカード、学生証があればマイナポータルから申請できます。
・令和6年度に学生納付特例申請をしている方には自宅にはがきが届きますのではがきでの申請も
　可能です。（※事前受付はできませんのでご注意ください）

◆ 対象となる人 ◆
　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校※に在学する学生等で、
　本人の前年所得が基準以下の人。
　※学校教育法に規定する各種学校で修業年限が 1 年以上の課程
＜所得の目安＞
　128 万円＋扶養親族等の数 × 38 万円＋社会保険料控除等

令和 7 年度学生納付特例申請の対象期間は、令和 7 年４月～令和 8 年３月の 1 年間です。
申請日から 2 年１か月前の月までに保険料未納期間がある場合は、過年度分の申請を行うことも可能です。
◆申請時に必要なもの◆
　①本人確認できるもの（マイナンバーカード、運転免許証など）
　②学生証または在学証明書（学生証は両面コピー可。ただし、学生証を撮影した画像は不可）
　③失業により申請を行う場合は「雇用保険被保険者離職票」「雇用保険受給資格者証」など
　　※令和 7 年度分の学生納付特例申請を行う場合は、令和 5 年 12 月 3１日以降の離職であること
　④代理人が申請する場合は委任状と代理人の本人確認できるもの（住民票上同世帯の方は委任状省略可）

※経済的な理由などで国民年金保険料の納付が難しい場合、保険料免除・納付猶予申請が可能です（申請には前年所
　得の申告が必要です）。令和7年度の免除・納付猶予申請の対象期間は、令和7年７月～令和8年6月までの1年間です。
　申請ができるのは令和7年7月以降となりますのでご注意ください。現在は令和4年度～令和6年度の申請を受付中で
　す。詳細についてはお問合せください。

◎年金を受け取るために必要な「受給資格期間」として扱われますが、年金額には反映しません。しかし、
　10 年以内に追納すると、年金額にも反映します。
◎学生納付特例の申請をせずに保険料を未納のままにしておくと、障がいや死亡といった不測の事態が
　生じたときに「障がい年金」や「遺族年金」、将来の老齢年金を受け取ることができない場合があります。

保険料の追納について
　学生納付特例の承認を受けた期間の保険料は、保険料
が発生して 10 年以内であれば、後から保険料を納める
こと ( 追納 ) ができます。
※ただし、免除等の承認を受けた期間の年度から数えて
　3 年度目以降に追納する場合は、当時の保険料額に経
　過期間に応じた加算額が上乗せされます。
★追納の申請先は直方年金事務所です。

よくある質問
Q1. 追納は必ず行わなければならないの？
A1. 追納は義務ではありませんので、希望する場
　　合のみ申請を行ってください。
Q2. 学生納付特例の対象校ではない学校に通って
　　いますが、保険料納付が難しい場合はどうす
　　ればいいですか？
A2. 保険料免除・納付猶予申請（※）が可能です。

【問合せ / 申請先】　●医療保険課 年金係 ☎0948-22-5504 または 各支所市民窓口課
　　　　　　　　　●直方年金事務所 ☎0949-22-0891（自動音声案内が流れます）

マイナポータル↑
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Information
▶飯塚市役所

▶穂波庁舎・支所
　☎0948-22-5500・FAX0948-21-2066

　☎0948-22-0380・FAX0948-26-4733
▶筑穂支所
　☎0948-72-1100・FAX0948-31-3100
▶庄内支所
　☎0948-82-1200・FAX0948-82-3520
▶頴田支所
　☎0948-92-2211・FAX0948-92-0332

●
本
庁
と
穂
波
支
所
で
は
、
毎
週
木
曜
日
に
窓
口
業
務
の
一
部
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
延
長
時
間（
19
時
ま
で
）
に
よ
る
取
扱
い
業
務
は
、
所
管
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

狂
犬
病

予
防
集
合
注
射
の

お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飼
い
犬
に
は
、
登
録
（
生
涯
１
回
）

と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
動
物
病

院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射
を
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

時
４
月
７
日
月
・
９
日
水
・
14
日
月
・

　
17
日
木
・
18
日
金
・
20
日
日
・
23

　
日
水

所
市
内
各
公
民
館
な
ど

〇
日
程
表
や
会
場
は
環
境
整
備
課
ま

　
た
は
各
支
所
の
窓
口
や
市
Ｈ
Ｐ
で

　
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

〇
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
に
は
個

　
別
で
通
知
を
送
付
し
ま
す
。（
死

　
亡
し
た
飼
い
犬
宛
に
通
知
が
届
い

　
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

料
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
２
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
ト
ー
マ
装
具
（
消
化
器
系
・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸
・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者
・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿
・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ

　
さ
い
。

持
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

期
４
月
18
日
金

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課
ま
た
は

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
６
、

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
申
請
受
付
を

開
始
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

対
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者
・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が
い

　
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

④
療
育
手
帳
Ａ

⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
申

　
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７
〜

　
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況
が

　
基
準

※

施
設
・
病
院
な
ど
に
入
所
・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

期
３
月
24
日
月
〜

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

持
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課
ま
た
は

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

（
☎
内
線
１
１
５
２
、

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
4
月
1
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

所
①
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
②
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課/

飯
塚

市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
内
線
１
１
５
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

高
齢
者
ス
マ
ホ

補
助
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入

し
、
通
信
契
約
を
行
う
高
齢
者
の
方

に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

対
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
市
民

　
税
の
滞
納
が
な
い
65
歳
以
上
の
方

※

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
活
用
教
室
を
受

　
講
し
、
市
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
福
岡
県
防
災

　
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
の
登
録
を
行

　
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ

　
い
。

期
３
月
31
日
月

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
内
線
１
１
４
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
竹
粉
砕
機
操
作
説
明
会
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
竹
粉
砕
機
を
森
林
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
竹
林
を
整
備
す
る
市

民
の
皆
様
に
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
貸
し
出
し
希
望
の
方
を
対
象
と
し

て
無
料
の
操
作
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
竹
粉
砕
機
を
借
り
る
に
は
、
必
ず

本
説
明
会
を
受
講
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
説
明
会
を
定
期

的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
農

林
振
興
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時
３
月
12
日
水
・
13
日
木

　
14
時
〜
16
時

所
庄
内
図
書
館
横
駐
車
場

定
各
回
先
着
20
人

持
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手
袋
、
防
塵
眼
鏡

　（
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
し
出
し

　
ま
す※

数
に
限
り
あ
り
）

申
問
農
林
振
興
課

（
☎
内
線
１
４
７
１
、

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
６
０
６
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

シ
ル
バ
ー
農
園
を

利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上

　
の
人

所
相
田
農
園

定
11
人
（
先
着
順
）

料
年
間
額
　
１
０
７
０
円
程
度

期
３
月
14
日
金

申
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

対
60
歳
以
上
の
人

内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

申
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局
（
高
齢
者
支
援
課
内
）

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

入
門
編
受
講
生
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
通
勤
・

　
通
学
者
（
原
則
と
し
て
期
間
を
通

　
し
て
受
講
で
き
、
講
座
修
了
後
、

　
手
話
の
会
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活

　
動
の
で
き
る
人
）

時
４
月
10
日
〜
８
月
28
日
ま
で
の
木

　
曜
日
の
み
　
19
時
〜
20
時
50
分

※
全
20
回

所
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

定
25
人

料
３
６
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
保

　
険
料
）

期
３
月
28
日
金

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
２
２
１
０

　
FAX
０
９
４
８
・
23
・
２
２
６
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
税
専
門
官

募
集
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
受
験
資
格

①
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

⑴
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く※

以
下

　
同
じ
）
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和

　
８
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

　
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

時
第
１
次
試
験
　
５
月
25
日
日

　
第
２
次
試
験
　
６
月
23
日
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
７
月
４
日
金

期
２
月
20
日
木
　
９
時
〜

　
３
月
24
日
月
（
受
信
有
効
）

問
●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
　

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課

（
☎
０
３
・
３
５
８
１
・
５
３
１
１

（
内
線
２
３
３
２
））

●
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
０
０
３
１

（
内
線
２
４
３
２
））

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

動
画
上
映
会
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
動
画
テ
ー
マ

　
刑
法
（
性
犯
罪
規
定
）
改
正
「
何

　
が
問
題
と
な
り
、
ど
う
変
わ
っ
た

　
の
か
」　

時
3
月
15
日
土
　
10
時
半
〜
正
午

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
性
犯
罪
規
定
を
学
び
、
刑
法
か
ら

　
性
暴
力
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

定
40
人
程
度

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　

　（
サ
ン
ク
ス
）

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

叞sunkusu@
city.iizuka.lg.jp

【
主
催
】
い
い
づ
か
男
女
共
同
参
画

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
県
認
知
症
医
療

セ
ン
タ
ー
第
４
回

研
修
会
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

時
３
月
22
日
土
　
13
時
〜
16
時

　（
受
付
12
時
半
〜
）

所
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル

内
講
演
①『
１
０
０
Ｂ
Ｌ
Ｇ
の
取
り

　
組
み
に
つ
い
て
』
講
師
：
前
田
隆

　
行
氏(

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

Ｂ
Ｌ
Ｇ
！
代
表
） 

　
講
演
②『
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
　

　
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』
講

　
師
：
猿
渡
　
進
平
氏
（
医
療
法
人

　
静
光
園
　
白
川
病
院
　
医
療
連
携

　
室
長
）　

定
１
０
０
人

期
３
月
15
日
土

申
問
飯
塚
記
念
病
院

　
福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

 （
☎
０
９
４
８
・
22
・
２
３
１
６

　
FAX
０
９
４
８
・
28
・
８
１
０
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
６
回
福
岡
県
済
生
会
飯
塚
嘉
穂

病
院
市
民
公
開
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
8
日
土
　
９
時
半
〜
12
時

　（
11
時
受
付
終
了
）

所
済
生
会
飯
塚
嘉
穂
病
院

内
人
生
会
議
を
テ
ー
マ
に
市
民
公
開

　
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
話
の
他

　
に
健
康
測
定
や
医
療
相
談
、
栄
養

　
相
談
を
行
い
ま
す
。

問
済
生
会
飯
塚
嘉
穂
病
院

　
地
域
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
７
４
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
4
回
筑
豊
地
域
医
療

サ
ポ
ー
タ
ー
2.0

養
成
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
28
日
金
　
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
病
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
６
階

内
「
肺
が
ん
に
関
す
る
最
新
の
治
療

　
事
情
」講
師：飛
野 

和
則
医
師（
飯

　
塚
病
院 

副
院
長
・
呼
吸
器
内
科

　
部
長
）

問
申
飯
塚
病
院
地
域
包
括
ケ
ア
推

　
進
本
部

（
☎
０
９
４
８
・
29
・
８
９
７
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

各
種
補
助
金

（
事
業
者
向
け
）

公
募
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

①
新
産
業
創
出
支
援
事
業
補
助
金

対
市
内
に
事
業
所
を
有
し
（
同
一
事

　
業
を
１
年
以
上
継
続
）、
資
本
金

　
５
千
万
円
未
満
、
か
つ
、
従
業
員

　
50
人
未
満
の
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　

　
直
接
人
件
費
、
原
材
料
費
、
構
築

　
物
費
、
機
械
装
置
費
、
工
具
器
具

　
費
、
工
業
所
有
権
出
願
等
経
費
、

　
外
注
加
工
費
、
技
術
指
導
受
入
費

　
な
ど

●
補
助
金
額
　

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
１
５
０
万

　
円

②
販
路
開
拓
支
援
補
助
金

対
市
内
に
主
た
る
事
業
所
又
は
事
務

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　

　
謝
金
、
専
門
家
旅
費
、
職
員
旅
費
、

　
展
示
会
出
展
料
、
印
刷
製
本
費
、

　
通
信
運
搬
費
、
通
訳
・
翻
訳
料
、

　
委
託
費
　

●
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
75
万
円

③
先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金

対
市
内
に
事
業
所
を
置
く
中
小
企
業

　
者

●
補
助
対
象
経
費

　
直
接
人
件
費
、
機
械
装
置
費
、
ソ

　
フ
ト
ウ
ェ
ア
費
、
外
注
費
、
技
術

　
指
導
受
入
費

●
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
２
５
０
万
円

【
①
〜
③
共
通
事
項
】

期
４
月
１
日
火
〜
４
月
30
日
水
　
　

※

必
ず
事
前
相
談
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

問
経
済
政
策
推
進
室
　
産
学
振
興
担

　
当
（
☎
内
線
１
４
５
３
）

募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

飯
塚
市
地
域
情
報
化

計
画
推
進
委
員
会
の

委
員
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飯
塚
市
地
域
情
報
化
計
画
の
進
捗

管
理
等
を
行
う
た
め
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
令
和
７

　
年
５
月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
本

　
市
の
審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
方

●
任
期
　
令
和
７
年
５
月
１
日
か
ら

　
２
年
間（
年
３
回
程
度
開
催
予
定
）

定
２
名
（
女
性
１
人
以
上
）

※

応
募
多
数
時
は
面
談
に
よ
り
選
考

期
３
月
31
日
月

申
電
子
申
請
、
メ
ー
ル
、
郵
送
ま
た

　
は
窓
口
へ
の
持
参

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
書
（
市
Ｈ

　
Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

　
事
項
を
記
載
の
上
、
お
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。

問
業
務
改
善
・Ｄ
Ｘ
推
進
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
４
４
、

叞gyom
u-dx@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
勢
調
査
の

調
査
員
を

募
集
し
ま
す
！

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

内
調
査
員
の
仕
事

・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
説

　
明
・
調
査
票
の
配
布
・
回
収

・
調
査
票
の
点
検
・
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※

担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で

申
①
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
請

　
②
同
課
に
備
付
け
の
申
込
書
（
市

　
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
て
提
出

　
③
電
話
申
込
み

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

※

右
記
に
て
令
和
６
年
度
事
業
は
全

　
て
終
了
し
ま
す

対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

内
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

定
各
回
20
人
程
度

持
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

申
問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー（
平
日
10
時
〜
17
時

　
受
付※

土
日
祝
除
く
）

（
☎
０
５
０
・
３
５
３
７
・
６
１
７
４
）

　
担
当
課 

業
務
改
善
・Ｄ
Ｘ
推
進
課

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
陶
芸
教
室
】

時
令
和
７
年
４
月
〜
令
和
８
年
３
月

　
の
第
２
木
曜
日
（
計
10
回
）

　
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

料
１
回
　
２
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

時
令
和
７
年
４
月
〜
令
和
８
年
３
月

　
の
第
１
水
曜
日
（
計
12
回
）

　
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
16
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

料
１
回
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

対
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

所
立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

期
３
月
３
日
月
〜

申
問
立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
７
０
９
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

も
し
か
し
て
と
思
っ
た
ら

〜
女
性
特
有
の
が
ん
に
つ
い
て

学
ぼ
う
〜

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
29
日
土
　
13
時
半
〜
15
時

所
本
庁
舎
２
階
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス

●
講
師
　
麻
生
飯
塚
病
院
が
ん
化
学

　
療
法
看
護
認
定
看
護
師
他

内
女
性
特
有
の
が
ん
の
初
期
症
状
な

　
ど
に
つ
き
、
麻
生
飯
塚
病
院
の
看

　
護
師
さ
ん
が
お
話
し
ま
す
。

託
託
児
・
手
話
通
訳
あ
り

　（
3
月
19
日
水
ま
で
に
要
申
込
）

問
男
女
共
同
参
画
推
進
課
・
健
幸
保

　
健
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
４
３

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
５
５
２
６
）

イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

山
王
山
古
墳
展

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
展
示
】

時
3
月
27
日
木
〜
4
月
21
日
月

　
９
時
半
〜
17
時

所
歴
史
資
料
館

内
山
王
山
古
墳
の
整
備
工
事
が
完
了

　
し
、
公
開
す
る
こ
と
か
ら
出
土
品

　
等
の
展
示
紹
介
を
し
ま
す
。

料
大
人
２
３
０
円
（
１
６
０
円
）

　
高
校
生
１
１
０
円
（
70
円
）

　
小
中
学
生
50
円
（
30
円
）

※

（
　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

※

土
曜
日
は
高
校
生
以
下
無
料

【
講
演
会
】

時
４
月
12
日
土

　
13
時
半
〜
15
時

内
山
王
山
古
墳
の
発
掘
調
査
と
保
存

　
整
備
に
つ
い
て

●
講
師
　
当
館
学
芸
員

所
歴
史
資
料
館

申
事
前
予
約
必
要
（
電
話
）

定
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
県
指
定
文
化
財

「
木
造
薬
師
如
来
立
像
」
の
公
開

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
普
段
公
開
さ
れ
て
い
な
い
木
造
薬

師
如
来
立
像
が
、
17
年
ぶ
り
に
中
開

帳
で
全
身
が
見
学
で
き
ま
す
。

時
３
月
30
日
日
　
11
時
〜

所
問
宝
幢
寺
（
相
田
４
３
８
番
地
）

  

駐
車
場
有

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
８
１
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
道
２
０
１
号

八
木
山
バ
イ
パ
ス
が

有
料
道
路
に
な
り
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
篠
栗
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

〜
筑
穂
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
開
通
に
あ

わ
せ
、
通
行
料
の
徴
収
を
開
始
し
ま

す
。

時
３
月
30
日
日
　
０
時
〜

料
１
回
走
行
あ
た
り
の
通
行
料
金

　
・
軽
自
動
車
等
　
　
２
２
０
円

　
・
普
通
車
　
　
　
　
２
８
０
円

　
・
中
型
車
　
　
　
　
３
３
０
円

　
・
大
型
車
　
　
　
　
４
５
０
円

　
・
特
大
車
　
　
　
　
７
６
０
円

　
・
軽
車
両
等
　
　
　
　
３
０
円

※

軽
車
両
等
と
は
50
ｃ
ｃ
を
こ
え
、

　
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
の
原
動
機
付
自

　
転
車
に
限
る

※

原
動
機
付
自
転
車（
50
ｃ
ｃ
以
下
）

　
お
よ
び
自
転
車
な
ど
の
軽
車
両
は

　
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

※

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
可
能
で
す
。

問
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
お
客
さ
ま
セ

　
ン
タ
ー
（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

（
☎
０
１
２
０
・
９
２
４
・
８
６
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

計
量
器
定
期
検
査

受
検
者
の
方
へ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

内
特
定
計
量
器
を
所
有
し
て
い
る
事

　
業
者
の
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
、

　
メ
ー
ル
に
て
実
施
す
る
こ
と
を
検

　
討
し
て
い
ま
す
。
対
応
が
可
能
な

　
場
合
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
事
業
者

　
情
報
を
入
力
し
、
送
信
し
て
く
だ

　
さ
い
。

問
市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
１
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
小
柳
　
智
子
さ
ん
（
新
任
）

〇
高
岡
　
備
子
さ
ん
（
再
任
）

〇
山
﨑
　
嘉
峰
さ
ん
（
新
任
）

【
任
期
】
令
和
７
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　令
和
９
年
12
月
31
日

※

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

　
ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解

　
決
の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密

　
着
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

問
人
権
・
同
和
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

く
ら
し
の
便
利
帳
が

新
し
く
な
り
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
令
和
７
年
７
月
に
、
市
民
の
暮
ら

し
に
役
立
つ
地
域
情
報
や
行
政
情
報

を
ま
と
め
た「
く
ら
し
の
便
利
帳（
第

８
版
）」
の
発
刊
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
各
事
業
所
へ

広
告
掲
載
の
お
願
い
に
参
り
ま
す
。

広
告
の
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
㈱

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
へ
直
接
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
北
九
州
支
店

（
☎
０
９
３
・
２
８
８
・
５
６
３
０
）

市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

『
こ
い
の
ぼ
り
』
の
寄
付
を
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

内
「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
寄
付
を
募
集

　
し
て
い
ま
す
。
25
年
前
よ
り
目
尾

　
遠
賀
川
河
川
敷
で
泳
ぐ
「
こ
い
の

　
ぼ
り
」
を
増
や
し
、
遠
賀
川
の
大

　
空
に
元
気
に
泳
が
せ
ま
せ
ん
か
。

問
申
目
尾
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
川
原
）

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
８
８
８
８
）
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―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

狂
犬
病

予
防
集
合
注
射
の

お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飼
い
犬
に
は
、
登
録
（
生
涯
１
回
）

と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
動
物
病

院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射
を
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

時
４
月
７
日
月
・
９
日
水
・
14
日
月
・

　
17
日
木
・
18
日
金
・
20
日
日
・
23

　
日
水

所
市
内
各
公
民
館
な
ど

〇
日
程
表
や
会
場
は
環
境
整
備
課
ま

　
た
は
各
支
所
の
窓
口
や
市
Ｈ
Ｐ
で

　
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

〇
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
に
は
個

　
別
で
通
知
を
送
付
し
ま
す
。（
死

　
亡
し
た
飼
い
犬
宛
に
通
知
が
届
い

　
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

料
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
２
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
ト
ー
マ
装
具
（
消
化
器
系
・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸
・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者
・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿
・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ

　
さ
い
。

持
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

期
４
月
18
日
金

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課
ま
た
は

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
６
、

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
申
請
受
付
を

開
始
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

対
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者
・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が
い

　
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

④
療
育
手
帳
Ａ

⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
申

　
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７
〜

　
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況
が

　
基
準

※

施
設
・
病
院
な
ど
に
入
所
・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

期
３
月
24
日
月
〜

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

持
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課
ま
た
は

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

（
☎
内
線
１
１
５
２
、

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
4
月
1
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

所
①
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
②
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課/

飯
塚

市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
内
線
１
１
５
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

高
齢
者
ス
マ
ホ

補
助
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入

し
、
通
信
契
約
を
行
う
高
齢
者
の
方

に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

対
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
市
民

　
税
の
滞
納
が
な
い
65
歳
以
上
の
方

※

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
活
用
教
室
を
受

　
講
し
、
市
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
福
岡
県
防
災

　
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
の
登
録
を
行

　
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ

　
い
。

期
３
月
31
日
月

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
内
線
１
１
４
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

竹
粉
砕
機
操
作
説
明
会
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
竹
粉
砕
機
を
森
林
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
竹
林
を
整
備
す
る
市

民
の
皆
様
に
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
貸
し
出
し
希
望
の
方
を
対
象
と
し

て
無
料
の
操
作
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
竹
粉
砕
機
を
借
り
る
に
は
、
必
ず

本
説
明
会
を
受
講
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
説
明
会
を
定
期

的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
農

林
振
興
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時
３
月
12
日
水
・
13
日
木

　
14
時
〜
16
時

所
庄
内
図
書
館
横
駐
車
場

定
各
回
先
着
20
人

持
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手
袋
、
防
塵
眼
鏡

　（
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
し
出
し

　
ま
す※

数
に
限
り
あ
り
）

申
問
農
林
振
興
課

（
☎
内
線
１
４
７
１
、

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
６
０
６
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

シ
ル
バ
ー
農
園
を

利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上

　
の
人

所
相
田
農
園

定
11
人
（
先
着
順
）

料
年
間
額
　
１
０
７
０
円
程
度

期
３
月
14
日
金

申
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

対
60
歳
以
上
の
人

内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

申
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局
（
高
齢
者
支
援
課
内
）

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

入
門
編
受
講
生
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
通
勤
・

　
通
学
者
（
原
則
と
し
て
期
間
を
通

　
し
て
受
講
で
き
、
講
座
修
了
後
、

　
手
話
の
会
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活

　
動
の
で
き
る
人
）

時
４
月
10
日
〜
８
月
28
日
ま
で
の
木

　
曜
日
の
み
　
19
時
〜
20
時
50
分

※

全
20
回

所
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

定
25
人

料
３
６
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
保

　
険
料
）

期
３
月
28
日
金

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
２
２
１
０

　
FAX
０
９
４
８
・
23
・
２
２
６
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
税
専
門
官

募
集
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
受
験
資
格

①
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

⑴
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く※

以
下

　
同
じ
）
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和

　
８
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

　
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

時
第
１
次
試
験
　
５
月
25
日
日

　
第
２
次
試
験
　
６
月
23
日
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
７
月
４
日
金

期
２
月
20
日
木
　
９
時
〜

　
３
月
24
日
月
（
受
信
有
効
）

問
●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
　

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課

（
☎
０
３
・
３
５
８
１
・
５
３
１
１

（
内
線
２
３
３
２
））

●
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
０
０
３
１

（
内
線
２
４
３
２
））

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

動
画
上
映
会
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
動
画
テ
ー
マ

　
刑
法
（
性
犯
罪
規
定
）
改
正
「
何

　
が
問
題
と
な
り
、
ど
う
変
わ
っ
た

　
の
か
」　

時
3
月
15
日
土
　
10
時
半
〜
正
午

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
性
犯
罪
規
定
を
学
び
、
刑
法
か
ら

　
性
暴
力
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

定
40
人
程
度

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　

　（
サ
ン
ク
ス
）

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

叞sunkusu@
city.iizuka.lg.jp

【
主
催
】
い
い
づ
か
男
女
共
同
参
画

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
県
認
知
症
医
療

セ
ン
タ
ー
第
４
回

研
修
会
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

時
３
月
22
日
土
　
13
時
〜
16
時

　（
受
付
12
時
半
〜
）

所
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル

内
講
演
①『
１
０
０
Ｂ
Ｌ
Ｇ
の
取
り

　
組
み
に
つ
い
て
』
講
師
：
前
田
隆

　
行
氏(

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

Ｂ
Ｌ
Ｇ
！
代
表
） 

　
講
演
②『
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
　

　
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』
講

　
師
：
猿
渡
　
進
平
氏
（
医
療
法
人

　
静
光
園
　
白
川
病
院
　
医
療
連
携

　
室
長
）　

定
１
０
０
人

期
３
月
15
日
土

申
問
飯
塚
記
念
病
院

　
福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

 （
☎
０
９
４
８
・
22
・
２
３
１
６

　
FAX
０
９
４
８
・
28
・
８
１
０
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
６
回
福
岡
県
済
生
会
飯
塚
嘉
穂

病
院
市
民
公
開
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
8
日
土
　
９
時
半
〜
12
時

　（
11
時
受
付
終
了
）

所
済
生
会
飯
塚
嘉
穂
病
院

内
人
生
会
議
を
テ
ー
マ
に
市
民
公
開

　
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
話
の
他

　
に
健
康
測
定
や
医
療
相
談
、
栄
養

　
相
談
を
行
い
ま
す
。

問
済
生
会
飯
塚
嘉
穂
病
院

　
地
域
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
７
４
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
4
回
筑
豊
地
域
医
療

サ
ポ
ー
タ
ー
2.0

養
成
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
28
日
金
　
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
病
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
６
階

内
「
肺
が
ん
に
関
す
る
最
新
の
治
療

　
事
情
」講
師：飛
野 

和
則
医
師（
飯

　
塚
病
院 

副
院
長
・
呼
吸
器
内
科

　
部
長
）

問
申
飯
塚
病
院
地
域
包
括
ケ
ア
推

　
進
本
部

（
☎
０
９
４
８
・
29
・
８
９
７
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

各
種
補
助
金

（
事
業
者
向
け
）

公
募
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

①
新
産
業
創
出
支
援
事
業
補
助
金

対
市
内
に
事
業
所
を
有
し
（
同
一
事

　
業
を
１
年
以
上
継
続
）、
資
本
金

　
５
千
万
円
未
満
、
か
つ
、
従
業
員

　
50
人
未
満
の
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　

　
直
接
人
件
費
、
原
材
料
費
、
構
築

　
物
費
、
機
械
装
置
費
、
工
具
器
具

　
費
、
工
業
所
有
権
出
願
等
経
費
、

　
外
注
加
工
費
、
技
術
指
導
受
入
費

　
な
ど

●
補
助
金
額
　

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
１
５
０
万

　
円

②
販
路
開
拓
支
援
補
助
金

対
市
内
に
主
た
る
事
業
所
又
は
事
務

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　

　
謝
金
、
専
門
家
旅
費
、
職
員
旅
費
、

　
展
示
会
出
展
料
、
印
刷
製
本
費
、

　
通
信
運
搬
費
、
通
訳
・
翻
訳
料
、

　
委
託
費
　

●
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
75
万
円

③
先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金

対
市
内
に
事
業
所
を
置
く
中
小
企
業

　
者

●
補
助
対
象
経
費

　
直
接
人
件
費
、
機
械
装
置
費
、
ソ

　
フ
ト
ウ
ェ
ア
費
、
外
注
費
、
技
術

　
指
導
受
入
費

●
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
２
５
０
万
円

【
①
〜
③
共
通
事
項
】

期
４
月
１
日
火
〜
４
月
30
日
水
　
　

※

必
ず
事
前
相
談
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

問
経
済
政
策
推
進
室
　
産
学
振
興
担

　
当
（
☎
内
線
１
４
５
３
）

募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

飯
塚
市
地
域
情
報
化

計
画
推
進
委
員
会
の

委
員
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飯
塚
市
地
域
情
報
化
計
画
の
進
捗

管
理
等
を
行
う
た
め
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
令
和
７

　
年
５
月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
本

　
市
の
審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
方

●
任
期
　
令
和
７
年
５
月
１
日
か
ら

　
２
年
間（
年
３
回
程
度
開
催
予
定
）

定
２
名
（
女
性
１
人
以
上
）

※

応
募
多
数
時
は
面
談
に
よ
り
選
考

期
３
月
31
日
月

申
電
子
申
請
、
メ
ー
ル
、
郵
送
ま
た

　
は
窓
口
へ
の
持
参

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
書
（
市
Ｈ

　
Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

　
事
項
を
記
載
の
上
、
お
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。

問
業
務
改
善
・Ｄ
Ｘ
推
進
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
４
４
、

叞gyom
u-dx@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
勢
調
査
の

調
査
員
を

募
集
し
ま
す
！

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

内
調
査
員
の
仕
事

・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
説

　
明
・
調
査
票
の
配
布
・
回
収

・
調
査
票
の
点
検
・
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※

担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で

申
①
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
請

　
②
同
課
に
備
付
け
の
申
込
書
（
市

　
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
て
提
出

　
③
電
話
申
込
み

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@

city.iizuka.lg.jp
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

※

右
記
に
て
令
和
６
年
度
事
業
は
全

　
て
終
了
し
ま
す

対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

内
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

定
各
回
20
人
程
度

持
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

申
問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー（
平
日
10
時
〜
17
時

　
受
付※

土
日
祝
除
く
）

（
☎
０
５
０
・
３
５
３
７
・
６
１
７
４
）

　
担
当
課 

業
務
改
善
・Ｄ
Ｘ
推
進
課

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
陶
芸
教
室
】

時
令
和
７
年
４
月
〜
令
和
８
年
３
月

　
の
第
２
木
曜
日
（
計
10
回
）

　
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

料
１
回
　
２
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

時
令
和
７
年
４
月
〜
令
和
８
年
３
月

　
の
第
１
水
曜
日
（
計
12
回
）

　
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
16
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

料
１
回
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

対
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

所
立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

期
３
月
３
日
月
〜

申
問
立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
７
０
９
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

も
し
か
し
て
と
思
っ
た
ら

〜
女
性
特
有
の
が
ん
に
つ
い
て

学
ぼ
う
〜

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
29
日
土
　
13
時
半
〜
15
時

所
本
庁
舎
２
階
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス

●
講
師
　
麻
生
飯
塚
病
院
が
ん
化
学

　
療
法
看
護
認
定
看
護
師
他

内
女
性
特
有
の
が
ん
の
初
期
症
状
な

　
ど
に
つ
き
、
麻
生
飯
塚
病
院
の
看

　
護
師
さ
ん
が
お
話
し
ま
す
。

託
託
児
・
手
話
通
訳
あ
り

　（
3
月
19
日
水
ま
で
に
要
申
込
）

問
男
女
共
同
参
画
推
進
課
・
健
幸
保

　
健
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
４
３

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
５
５
２
６
）

イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

山
王
山
古
墳
展

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
展
示
】

時
3
月
27
日
木
〜
4
月
21
日
月

　
９
時
半
〜
17
時

所
歴
史
資
料
館

内
山
王
山
古
墳
の
整
備
工
事
が
完
了

　
し
、
公
開
す
る
こ
と
か
ら
出
土
品

　
等
の
展
示
紹
介
を
し
ま
す
。

料
大
人
２
３
０
円
（
１
６
０
円
）

　
高
校
生
１
１
０
円
（
70
円
）

　
小
中
学
生
50
円
（
30
円
）

※

（
　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

※

土
曜
日
は
高
校
生
以
下
無
料

【
講
演
会
】

時
４
月
12
日
土

　
13
時
半
〜
15
時

内
山
王
山
古
墳
の
発
掘
調
査
と
保
存

　
整
備
に
つ
い
て

●
講
師
　
当
館
学
芸
員

所
歴
史
資
料
館

申
事
前
予
約
必
要
（
電
話
）

定
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
県
指
定
文
化
財

「
木
造
薬
師
如
来
立
像
」
の
公
開

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
普
段
公
開
さ
れ
て
い
な
い
木
造
薬

師
如
来
立
像
が
、
17
年
ぶ
り
に
中
開

帳
で
全
身
が
見
学
で
き
ま
す
。

時
３
月
30
日
日
　
11
時
〜

所
問
宝
幢
寺
（
相
田
４
３
８
番
地
）

  

駐
車
場
有

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
８
１
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
道
２
０
１
号

八
木
山
バ
イ
パ
ス
が

有
料
道
路
に
な
り
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
篠
栗
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

〜
筑
穂
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
開
通
に
あ

わ
せ
、
通
行
料
の
徴
収
を
開
始
し
ま

す
。

時
３
月
30
日
日
　
０
時
〜

料
１
回
走
行
あ
た
り
の
通
行
料
金

　
・
軽
自
動
車
等
　
　
２
２
０
円

　
・
普
通
車
　
　
　
　
２
８
０
円

　
・
中
型
車
　
　
　
　
３
３
０
円

　
・
大
型
車
　
　
　
　
４
５
０
円

　
・
特
大
車
　
　
　
　
７
６
０
円

　
・
軽
車
両
等
　
　
　
　
３
０
円

※

軽
車
両
等
と
は
50
ｃ
ｃ
を
こ
え
、

　
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
の
原
動
機
付
自

　
転
車
に
限
る

※

原
動
機
付
自
転
車（
50
ｃ
ｃ
以
下
）

　
お
よ
び
自
転
車
な
ど
の
軽
車
両
は

　
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

※

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
可
能
で
す
。

問
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
お
客
さ
ま
セ

　
ン
タ
ー
（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

（
☎
０
１
２
０
・
９
２
４
・
８
６
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

計
量
器
定
期
検
査

受
検
者
の
方
へ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

内
特
定
計
量
器
を
所
有
し
て
い
る
事

　
業
者
の
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
、

　
メ
ー
ル
に
て
実
施
す
る
こ
と
を
検

　
討
し
て
い
ま
す
。
対
応
が
可
能
な

　
場
合
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
事
業
者

　
情
報
を
入
力
し
、
送
信
し
て
く
だ

　
さ
い
。

問
市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
１
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
小
柳
　
智
子
さ
ん
（
新
任
）

〇
高
岡
　
備
子
さ
ん
（
再
任
）

〇
山
﨑
　
嘉
峰
さ
ん
（
新
任
）

【
任
期
】
令
和
７
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　令
和
９
年
12
月
31
日

※

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

　
ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解

　
決
の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密

　
着
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

問
人
権
・
同
和
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

く
ら
し
の
便
利
帳
が

新
し
く
な
り
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
令
和
７
年
７
月
に
、
市
民
の
暮
ら

し
に
役
立
つ
地
域
情
報
や
行
政
情
報

を
ま
と
め
た「
く
ら
し
の
便
利
帳（
第

８
版
）」
の
発
刊
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
各
事
業
所
へ

広
告
掲
載
の
お
願
い
に
参
り
ま
す
。

広
告
の
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
㈱

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
へ
直
接
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
北
九
州
支
店

（
☎
０
９
３
・
２
８
８
・
５
６
３
０
）

市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

『
こ
い
の
ぼ
り
』
の
寄
付
を
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

内
「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
寄
付
を
募
集

　
し
て
い
ま
す
。
25
年
前
よ
り
目
尾

　
遠
賀
川
河
川
敷
で
泳
ぐ
「
こ
い
の

　
ぼ
り
」
を
増
や
し
、
遠
賀
川
の
大

　
空
に
元
気
に
泳
が
せ
ま
せ
ん
か
。

問
申
目
尾
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
川
原
）

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
８
８
８
８
）

人
権
標
語
　
　
　
●
　
あ
い
さ
つ
が
　
こ
こ
ろ
を
ひ
ら
く
　
笑
顔
の
言
葉 （
高
田
小
）　
　
　
　
●
　
話
し
合
お
う
　
そ
し
た
ら
き
っ
と
　
な
か
な
お
り
（
高
田
小
）

会場
穂波交流
センター
二瀬交流
センター

ゆめタウン
2階ゆめホール

時間
10時～
正午

14時～
16時

10時半～
12時半
14時～
16時

開催日

3月
14日金

3月
17日月
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―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

狂
犬
病

予
防
集
合
注
射
の

お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飼
い
犬
に
は
、
登
録
（
生
涯
１
回
）

と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
動
物
病

院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射
を
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

時
４
月
７
日
月
・
９
日
水
・
14
日
月
・

　
17
日
木
・
18
日
金
・
20
日
日
・
23

　
日
水

所
市
内
各
公
民
館
な
ど

〇
日
程
表
や
会
場
は
環
境
整
備
課
ま

　
た
は
各
支
所
の
窓
口
や
市
Ｈ
Ｐ
で

　
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

〇
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
に
は
個

　
別
で
通
知
を
送
付
し
ま
す
。（
死

　
亡
し
た
飼
い
犬
宛
に
通
知
が
届
い

　
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

料
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
２
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
ト
ー
マ
装
具
（
消
化
器
系
・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸
・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者
・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿
・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ

　
さ
い
。

持
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

期
４
月
18
日
金

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課
ま
た
は

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
６
、

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
申
請
受
付
を

開
始
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

対
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者
・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が
い

　
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

④
療
育
手
帳
Ａ

⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
申

　
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７
〜

　
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況
が

　
基
準

※

施
設
・
病
院
な
ど
に
入
所
・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

期
３
月
24
日
月
〜

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

持
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課
ま
た
は

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

（
☎
内
線
１
１
５
２
、

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
4
月
1
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

所
①
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
②
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課/

飯
塚

市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
内
線
１
１
５
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

高
齢
者
ス
マ
ホ

補
助
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入

し
、
通
信
契
約
を
行
う
高
齢
者
の
方

に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

対
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
市
民

　
税
の
滞
納
が
な
い
65
歳
以
上
の
方

※

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
活
用
教
室
を
受

　
講
し
、
市
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
福
岡
県
防
災

　
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
の
登
録
を
行

　
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ

　
い
。

期
３
月
31
日
月

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
内
線
１
１
４
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

竹
粉
砕
機
操
作
説
明
会
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
竹
粉
砕
機
を
森
林
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
竹
林
を
整
備
す
る
市

民
の
皆
様
に
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
貸
し
出
し
希
望
の
方
を
対
象
と
し

て
無
料
の
操
作
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
竹
粉
砕
機
を
借
り
る
に
は
、
必
ず

本
説
明
会
を
受
講
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
説
明
会
を
定
期

的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
農

林
振
興
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時
３
月
12
日
水
・
13
日
木

　
14
時
〜
16
時

所
庄
内
図
書
館
横
駐
車
場

定
各
回
先
着
20
人

持
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手
袋
、
防
塵
眼
鏡

　（
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
し
出
し

　
ま
す※

数
に
限
り
あ
り
）

申
問
農
林
振
興
課

（
☎
内
線
１
４
７
１
、

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
６
０
６
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

シ
ル
バ
ー
農
園
を

利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上

　
の
人

所
相
田
農
園

定
11
人
（
先
着
順
）

料
年
間
額
　
１
０
７
０
円
程
度

期
３
月
14
日
金

申
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

対
60
歳
以
上
の
人

内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

申
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局
（
高
齢
者
支
援
課
内
）

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

入
門
編
受
講
生
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
通
勤
・

　
通
学
者
（
原
則
と
し
て
期
間
を
通

　
し
て
受
講
で
き
、
講
座
修
了
後
、

　
手
話
の
会
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活

　
動
の
で
き
る
人
）

時
４
月
10
日
〜
８
月
28
日
ま
で
の
木

　
曜
日
の
み
　
19
時
〜
20
時
50
分

※

全
20
回

所
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

定
25
人

料
３
６
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
保

　
険
料
）

期
３
月
28
日
金

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
２
２
１
０

　
FAX
０
９
４
８
・
23
・
２
２
６
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
税
専
門
官

募
集
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
受
験
資
格

①
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

⑴
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く※

以
下

　
同
じ
）
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和

　
８
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

　
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

時
第
１
次
試
験
　
５
月
25
日
日

　
第
２
次
試
験
　
６
月
23
日
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
７
月
４
日
金

期
２
月
20
日
木
　
９
時
〜

　
３
月
24
日
月
（
受
信
有
効
）

問
●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
　

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課

（
☎
０
３
・
３
５
８
１
・
５
３
１
１

（
内
線
２
３
３
２
））

●
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
０
０
３
１

（
内
線
２
４
３
２
））

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

動
画
上
映
会
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
動
画
テ
ー
マ

　
刑
法
（
性
犯
罪
規
定
）
改
正
「
何

　
が
問
題
と
な
り
、
ど
う
変
わ
っ
た

　
の
か
」　

時
3
月
15
日
土
　
10
時
半
〜
正
午

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
性
犯
罪
規
定
を
学
び
、
刑
法
か
ら

　
性
暴
力
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

定
40
人
程
度

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　

　（
サ
ン
ク
ス
）

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

叞sunkusu@
city.iizuka.lg.jp

【
主
催
】
い
い
づ
か
男
女
共
同
参
画

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
県
認
知
症
医
療

セ
ン
タ
ー
第
４
回

研
修
会
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

時
３
月
22
日
土
　
13
時
〜
16
時

　（
受
付
12
時
半
〜
）

所
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル

内
講
演
①『
１
０
０
Ｂ
Ｌ
Ｇ
の
取
り

　
組
み
に
つ
い
て
』
講
師
：
前
田
隆

　
行
氏(

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

Ｂ
Ｌ
Ｇ
！
代
表
） 

　
講
演
②『
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
　

　
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』
講

　
師
：
猿
渡
　
進
平
氏
（
医
療
法
人

　
静
光
園
　
白
川
病
院
　
医
療
連
携

　
室
長
）　

定
１
０
０
人

期
３
月
15
日
土

申
問
飯
塚
記
念
病
院

　
福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

 （
☎
０
９
４
８
・
22
・
２
３
１
６

　
FAX
０
９
４
８
・
28
・
８
１
０
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
６
回
福
岡
県
済
生
会
飯
塚
嘉
穂

病
院
市
民
公
開
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
8
日
土
　
９
時
半
〜
12
時

　（
11
時
受
付
終
了
）

所
済
生
会
飯
塚
嘉
穂
病
院

内
人
生
会
議
を
テ
ー
マ
に
市
民
公
開

　
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
話
の
他

　
に
健
康
測
定
や
医
療
相
談
、
栄
養

　
相
談
を
行
い
ま
す
。

問
済
生
会
飯
塚
嘉
穂
病
院

　
地
域
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
７
４
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
4
回
筑
豊
地
域
医
療

サ
ポ
ー
タ
ー
2.0

養
成
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
28
日
金
　
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
病
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
６
階

内
「
肺
が
ん
に
関
す
る
最
新
の
治
療

　
事
情
」講
師：飛
野 

和
則
医
師（
飯

　
塚
病
院 

副
院
長
・
呼
吸
器
内
科

　
部
長
）

問
申
飯
塚
病
院
地
域
包
括
ケ
ア
推

　
進
本
部

（
☎
０
９
４
８
・
29
・
８
９
７
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

各
種
補
助
金

（
事
業
者
向
け
）

公
募
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

①
新
産
業
創
出
支
援
事
業
補
助
金

対
市
内
に
事
業
所
を
有
し
（
同
一
事

　
業
を
１
年
以
上
継
続
）、
資
本
金

　
５
千
万
円
未
満
、
か
つ
、
従
業
員

　
50
人
未
満
の
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　

　
直
接
人
件
費
、
原
材
料
費
、
構
築

　
物
費
、
機
械
装
置
費
、
工
具
器
具

　
費
、
工
業
所
有
権
出
願
等
経
費
、

　
外
注
加
工
費
、
技
術
指
導
受
入
費

　
な
ど

●
補
助
金
額
　

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
１
５
０
万

　
円

②
販
路
開
拓
支
援
補
助
金

対
市
内
に
主
た
る
事
業
所
又
は
事
務

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　

　
謝
金
、
専
門
家
旅
費
、
職
員
旅
費
、

　
展
示
会
出
展
料
、
印
刷
製
本
費
、

　
通
信
運
搬
費
、
通
訳
・
翻
訳
料
、

　
委
託
費
　

●
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
75
万
円

③
先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金

対
市
内
に
事
業
所
を
置
く
中
小
企
業

　
者

●
補
助
対
象
経
費

　
直
接
人
件
費
、
機
械
装
置
費
、
ソ

　
フ
ト
ウ
ェ
ア
費
、
外
注
費
、
技
術

　
指
導
受
入
費

●
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
２
５
０
万
円

【
①
〜
③
共
通
事
項
】

期
４
月
１
日
火
〜
４
月
30
日
水
　
　

※

必
ず
事
前
相
談
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

問
経
済
政
策
推
進
室
　
産
学
振
興
担

　
当
（
☎
内
線
１
４
５
３
）

募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

飯
塚
市
地
域
情
報
化

計
画
推
進
委
員
会
の

委
員
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飯
塚
市
地
域
情
報
化
計
画
の
進
捗

管
理
等
を
行
う
た
め
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
令
和
７

　
年
５
月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
本

　
市
の
審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
方

●
任
期
　
令
和
７
年
５
月
１
日
か
ら

　
２
年
間（
年
３
回
程
度
開
催
予
定
）

定
２
名
（
女
性
１
人
以
上
）

※

応
募
多
数
時
は
面
談
に
よ
り
選
考

期
３
月
31
日
月

申
電
子
申
請
、
メ
ー
ル
、
郵
送
ま
た

　
は
窓
口
へ
の
持
参

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
書
（
市
Ｈ

　
Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

　
事
項
を
記
載
の
上
、
お
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。

問
業
務
改
善
・Ｄ
Ｘ
推
進
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
４
４
、

叞gyom
u-dx@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
勢
調
査
の

調
査
員
を

募
集
し
ま
す
！

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

内
調
査
員
の
仕
事

・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
説

　
明
・
調
査
票
の
配
布
・
回
収

・
調
査
票
の
点
検
・
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※

担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で

申
①
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
請

　
②
同
課
に
備
付
け
の
申
込
書
（
市

　
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
て
提
出

　
③
電
話
申
込
み

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

※

右
記
に
て
令
和
６
年
度
事
業
は
全

　
て
終
了
し
ま
す

対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

内
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

定
各
回
20
人
程
度

持
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

申
問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー（
平
日
10
時
〜
17
時

　
受
付※

土
日
祝
除
く
）

（
☎
０
５
０
・
３
５
３
７
・
６
１
７
４
）

　
担
当
課 

業
務
改
善
・Ｄ
Ｘ
推
進
課

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
陶
芸
教
室
】

時
令
和
７
年
４
月
〜
令
和
８
年
３
月

　
の
第
２
木
曜
日
（
計
10
回
）

　
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

料
１
回
　
２
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

時
令
和
７
年
４
月
〜
令
和
８
年
３
月

　
の
第
１
水
曜
日
（
計
12
回
）

　
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
16
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

料
１
回
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

対
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

所
立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

期
３
月
３
日
月
〜

申
問
立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
７
０
９
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
も
し
か
し
て
と
思
っ
た
ら

〜
女
性
特
有
の
が
ん
に
つ
い
て

学
ぼ
う
〜

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
29
日
土
　
13
時
半
〜
15
時

所
本
庁
舎
２
階
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス

●
講
師
　
麻
生
飯
塚
病
院
が
ん
化
学

　
療
法
看
護
認
定
看
護
師
他

内
女
性
特
有
の
が
ん
の
初
期
症
状
な

　
ど
に
つ
き
、
麻
生
飯
塚
病
院
の
看

　
護
師
さ
ん
が
お
話
し
ま
す
。

託
託
児
・
手
話
通
訳
あ
り

　（
3
月
19
日
水
ま
で
に
要
申
込
）

問
男
女
共
同
参
画
推
進
課
・
健
幸
保

　
健
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
４
３

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
５
５
２
６
）

イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

山
王
山
古
墳
展

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
展
示
】

時
3
月
27
日
木
〜
4
月
21
日
月

　
９
時
半
〜
17
時

所
歴
史
資
料
館

内
山
王
山
古
墳
の
整
備
工
事
が
完
了

　
し
、
公
開
す
る
こ
と
か
ら
出
土
品

　
等
の
展
示
紹
介
を
し
ま
す
。

料
大
人
２
３
０
円
（
１
６
０
円
）

　
高
校
生
１
１
０
円
（
70
円
）

　
小
中
学
生
50
円
（
30
円
）

※

（
　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

※

土
曜
日
は
高
校
生
以
下
無
料

【
講
演
会
】

時
４
月
12
日
土

　
13
時
半
〜
15
時

内
山
王
山
古
墳
の
発
掘
調
査
と
保
存

　
整
備
に
つ
い
て

●
講
師
　
当
館
学
芸
員

所
歴
史
資
料
館

申
事
前
予
約
必
要
（
電
話
）

定
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
福
岡
県
指
定
文
化
財

「
木
造
薬
師
如
来
立
像
」
の
公
開

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
普
段
公
開
さ
れ
て
い
な
い
木
造
薬

師
如
来
立
像
が
、
17
年
ぶ
り
に
中
開

帳
で
全
身
が
見
学
で
き
ま
す
。

時
３
月
30
日
日
　
11
時
〜

所
問
宝
幢
寺
（
相
田
４
３
８
番
地
）

  

駐
車
場
有

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
８
１
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
道
２
０
１
号

八
木
山
バ
イ
パ
ス
が

有
料
道
路
に
な
り
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
篠
栗
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

〜
筑
穂
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
開
通
に
あ

わ
せ
、
通
行
料
の
徴
収
を
開
始
し
ま

す
。

時
３
月
30
日
日
　
０
時
〜

料
１
回
走
行
あ
た
り
の
通
行
料
金

　
・
軽
自
動
車
等
　
　
２
２
０
円

　
・
普
通
車
　
　
　
　
２
８
０
円

　
・
中
型
車
　
　
　
　
３
３
０
円

　
・
大
型
車
　
　
　
　
４
５
０
円

　
・
特
大
車
　
　
　
　
７
６
０
円

　
・
軽
車
両
等
　
　
　
　
３
０
円

※

軽
車
両
等
と
は
50
ｃ
ｃ
を
こ
え
、

　
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
の
原
動
機
付
自

　
転
車
に
限
る

※

原
動
機
付
自
転
車（
50
ｃ
ｃ
以
下
）

　
お
よ
び
自
転
車
な
ど
の
軽
車
両
は

　
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

※

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
可
能
で
す
。

問
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
お
客
さ
ま
セ

　
ン
タ
ー
（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

（
☎
０
１
２
０
・
９
２
４
・
８
６
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

計
量
器
定
期
検
査

受
検
者
の
方
へ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

内
特
定
計
量
器
を
所
有
し
て
い
る
事

　
業
者
の
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
、

　
メ
ー
ル
に
て
実
施
す
る
こ
と
を
検

　
討
し
て
い
ま
す
。
対
応
が
可
能
な

　
場
合
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
事
業
者

　
情
報
を
入
力
し
、
送
信
し
て
く
だ

　
さ
い
。

問
市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
１
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
小
柳
　
智
子
さ
ん
（
新
任
）

〇
高
岡
　
備
子
さ
ん
（
再
任
）

〇
山
﨑
　
嘉
峰
さ
ん
（
新
任
）

【
任
期
】
令
和
７
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　令
和
９
年
12
月
31
日

※

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

　
ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解

　
決
の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密

　
着
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

問
人
権
・
同
和
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

く
ら
し
の
便
利
帳
が

新
し
く
な
り
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
令
和
７
年
７
月
に
、
市
民
の
暮
ら

し
に
役
立
つ
地
域
情
報
や
行
政
情
報

を
ま
と
め
た「
く
ら
し
の
便
利
帳（
第

８
版
）」
の
発
刊
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
各
事
業
所
へ

広
告
掲
載
の
お
願
い
に
参
り
ま
す
。

広
告
の
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
㈱

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
へ
直
接
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
北
九
州
支
店

（
☎
０
９
３
・
２
８
８
・
５
６
３
０
）

市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

『
こ
い
の
ぼ
り
』
の
寄
付
を
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

内
「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
寄
付
を
募
集

　
し
て
い
ま
す
。
25
年
前
よ
り
目
尾

　
遠
賀
川
河
川
敷
で
泳
ぐ
「
こ
い
の

　
ぼ
り
」
を
増
や
し
、
遠
賀
川
の
大

　
空
に
元
気
に
泳
が
せ
ま
せ
ん
か
。

問
申
目
尾
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
川
原
）

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
８
８
８
８
）
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―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

狂
犬
病

予
防
集
合
注
射
の

お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飼
い
犬
に
は
、
登
録
（
生
涯
１
回
）

と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
動
物
病

院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射
を
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

時
４
月
７
日
月
・
９
日
水
・
14
日
月
・

　
17
日
木
・
18
日
金
・
20
日
日
・
23

　
日
水

所
市
内
各
公
民
館
な
ど

〇
日
程
表
や
会
場
は
環
境
整
備
課
ま

　
た
は
各
支
所
の
窓
口
や
市
Ｈ
Ｐ
で

　
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

〇
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
に
は
個

　
別
で
通
知
を
送
付
し
ま
す
。（
死

　
亡
し
た
飼
い
犬
宛
に
通
知
が
届
い

　
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

料
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
２
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
ト
ー
マ
装
具
（
消
化
器
系
・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸
・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者
・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿
・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ

　
さ
い
。

持
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

期
４
月
18
日
金

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課
ま
た
は

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
６
、

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
申
請
受
付
を

開
始
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

対
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者
・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が
い

　
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

④
療
育
手
帳
Ａ

⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
申

　
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７
〜

　
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況
が

　
基
準

※

施
設
・
病
院
な
ど
に
入
所
・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

期
３
月
24
日
月
〜

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

持
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課
ま
た
は

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

（
☎
内
線
１
１
５
２
、

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
4
月
1
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

所
①
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
②
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課/

飯
塚

市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
内
線
１
１
５
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

高
齢
者
ス
マ
ホ

補
助
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入

し
、
通
信
契
約
を
行
う
高
齢
者
の
方

に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

対
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
市
民

　
税
の
滞
納
が
な
い
65
歳
以
上
の
方

※

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
活
用
教
室
を
受

　
講
し
、
市
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
福
岡
県
防
災

　
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
の
登
録
を
行

　
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ

　
い
。

期
３
月
31
日
月

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
内
線
１
１
４
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

竹
粉
砕
機
操
作
説
明
会
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
竹
粉
砕
機
を
森
林
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
竹
林
を
整
備
す
る
市

民
の
皆
様
に
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
貸
し
出
し
希
望
の
方
を
対
象
と
し

て
無
料
の
操
作
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
竹
粉
砕
機
を
借
り
る
に
は
、
必
ず

本
説
明
会
を
受
講
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
説
明
会
を
定
期

的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
農

林
振
興
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時
３
月
12
日
水
・
13
日
木

　
14
時
〜
16
時

所
庄
内
図
書
館
横
駐
車
場

定
各
回
先
着
20
人

持
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手
袋
、
防
塵
眼
鏡

　（
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
し
出
し

　
ま
す※
数
に
限
り
あ
り
）

申
問
農
林
振
興
課

（
☎
内
線
１
４
７
１
、

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
６
０
６
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

シ
ル
バ
ー
農
園
を

利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上

　
の
人

所
相
田
農
園

定
11
人
（
先
着
順
）

料
年
間
額
　
１
０
７
０
円
程
度

期
３
月
14
日
金

申
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

対
60
歳
以
上
の
人

内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

申
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局
（
高
齢
者
支
援
課
内
）

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

入
門
編
受
講
生
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
通
勤
・

　
通
学
者
（
原
則
と
し
て
期
間
を
通

　
し
て
受
講
で
き
、
講
座
修
了
後
、

　
手
話
の
会
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活

　
動
の
で
き
る
人
）

時
４
月
10
日
〜
８
月
28
日
ま
で
の
木

　
曜
日
の
み
　
19
時
〜
20
時
50
分

※

全
20
回

所
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

定
25
人

料
３
６
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
保

　
険
料
）

期
３
月
28
日
金

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
２
２
１
０

　
FAX
０
９
４
８
・
23
・
２
２
６
２
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
税
専
門
官

募
集
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
受
験
資
格

①
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

⑴
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く※

以
下

　
同
じ
）
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和

　
８
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

　
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

時
第
１
次
試
験
　
５
月
25
日
日

　
第
２
次
試
験
　
６
月
23
日
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
７
月
４
日
金

期
２
月
20
日
木
　
９
時
〜

　
３
月
24
日
月
（
受
信
有
効
）

問
●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
　

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課

（
☎
０
３
・
３
５
８
１
・
５
３
１
１

（
内
線
２
３
３
２
））

●
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
０
０
３
１

（
内
線
２
４
３
２
））

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

動
画
上
映
会
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
動
画
テ
ー
マ

　
刑
法
（
性
犯
罪
規
定
）
改
正
「
何

　
が
問
題
と
な
り
、
ど
う
変
わ
っ
た

　
の
か
」　

時
3
月
15
日
土
　
10
時
半
〜
正
午

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
性
犯
罪
規
定
を
学
び
、
刑
法
か
ら

　
性
暴
力
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

定
40
人
程
度

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　

　（
サ
ン
ク
ス
）

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

叞sunkusu@
city.iizuka.lg.jp

【
主
催
】
い
い
づ
か
男
女
共
同
参
画

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
県
認
知
症
医
療

セ
ン
タ
ー
第
４
回

研
修
会
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
　
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

時
３
月
22
日
土
　
13
時
〜
16
時

　（
受
付
12
時
半
〜
）

所
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル

内
講
演
①『
１
０
０
Ｂ
Ｌ
Ｇ
の
取
り

　
組
み
に
つ
い
て
』
講
師
：
前
田
隆

　
行
氏(

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

Ｂ
Ｌ
Ｇ
！
代
表
） 

　
講
演
②『
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
　

　
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』
講

　
師
：
猿
渡
　
進
平
氏
（
医
療
法
人

　
静
光
園
　
白
川
病
院
　
医
療
連
携

　
室
長
）　

定
１
０
０
人

期
３
月
15
日
土

申
問
飯
塚
記
念
病
院

　
福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

 （
☎
０
９
４
８
・
22
・
２
３
１
６

　
FAX
０
９
４
８
・
28
・
８
１
０
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
６
回
福
岡
県
済
生
会
飯
塚
嘉
穂

病
院
市
民
公
開
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
8
日
土
　
９
時
半
〜
12
時

　（
11
時
受
付
終
了
）

所
済
生
会
飯
塚
嘉
穂
病
院

内
人
生
会
議
を
テ
ー
マ
に
市
民
公
開

　
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
話
の
他

　
に
健
康
測
定
や
医
療
相
談
、
栄
養

　
相
談
を
行
い
ま
す
。

問
済
生
会
飯
塚
嘉
穂
病
院

　
地
域
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
７
４
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
4
回
筑
豊
地
域
医
療

サ
ポ
ー
タ
ー
2.0

養
成
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
28
日
金
　
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
病
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
６
階

内
「
肺
が
ん
に
関
す
る
最
新
の
治
療

　
事
情
」講
師：飛
野 

和
則
医
師（
飯

　
塚
病
院 

副
院
長
・
呼
吸
器
内
科

　
部
長
）

問
申
飯
塚
病
院
地
域
包
括
ケ
ア
推

　
進
本
部

（
☎
０
９
４
８
・
29
・
８
９
７
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

各
種
補
助
金

（
事
業
者
向
け
）

公
募
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

①
新
産
業
創
出
支
援
事
業
補
助
金

対
市
内
に
事
業
所
を
有
し
（
同
一
事

　
業
を
１
年
以
上
継
続
）、
資
本
金

　
５
千
万
円
未
満
、
か
つ
、
従
業
員

　
50
人
未
満
の
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　

　
直
接
人
件
費
、
原
材
料
費
、
構
築

　
物
費
、
機
械
装
置
費
、
工
具
器
具

　
費
、
工
業
所
有
権
出
願
等
経
費
、

　
外
注
加
工
費
、
技
術
指
導
受
入
費

　
な
ど

●
補
助
金
額
　

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
１
５
０
万

　
円

②
販
路
開
拓
支
援
補
助
金

対
市
内
に
主
た
る
事
業
所
又
は
事
務

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　

　
謝
金
、
専
門
家
旅
費
、
職
員
旅
費
、

　
展
示
会
出
展
料
、
印
刷
製
本
費
、

　
通
信
運
搬
費
、
通
訳
・
翻
訳
料
、

　
委
託
費
　

●
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
75
万
円

③
先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金

対
市
内
に
事
業
所
を
置
く
中
小
企
業

　
者

●
補
助
対
象
経
費

　
直
接
人
件
費
、
機
械
装
置
費
、
ソ

　
フ
ト
ウ
ェ
ア
費
、
外
注
費
、
技
術

　
指
導
受
入
費

●
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内

　
で
、
１
件
あ
た
り
上
限
２
５
０
万
円

【
①
〜
③
共
通
事
項
】

期
４
月
１
日
火
〜
４
月
30
日
水
　
　

※

必
ず
事
前
相
談
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

問
経
済
政
策
推
進
室
　
産
学
振
興
担

　
当
（
☎
内
線
１
４
５
３
）

募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

飯
塚
市
地
域
情
報
化

計
画
推
進
委
員
会
の

委
員
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飯
塚
市
地
域
情
報
化
計
画
の
進
捗

管
理
等
を
行
う
た
め
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
令
和
７

　
年
５
月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
本

　
市
の
審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
方

●
任
期
　
令
和
７
年
５
月
１
日
か
ら

　
２
年
間（
年
３
回
程
度
開
催
予
定
）

定
２
名
（
女
性
１
人
以
上
）

※

応
募
多
数
時
は
面
談
に
よ
り
選
考

期
３
月
31
日
月

申
電
子
申
請
、
メ
ー
ル
、
郵
送
ま
た

　
は
窓
口
へ
の
持
参

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
書
（
市
Ｈ

　
Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

　
事
項
を
記
載
の
上
、
お
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。

問
業
務
改
善
・Ｄ
Ｘ
推
進
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
４
４
、

叞gyom
u-dx@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
勢
調
査
の

調
査
員
を

募
集
し
ま
す
！

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

内
調
査
員
の
仕
事

・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
説

　
明
・
調
査
票
の
配
布
・
回
収

・
調
査
票
の
点
検
・
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※

担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で

申
①
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
請

　
②
同
課
に
備
付
け
の
申
込
書
（
市

　
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
て
提
出

　
③
電
話
申
込
み

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

※

右
記
に
て
令
和
６
年
度
事
業
は
全

　
て
終
了
し
ま
す

対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

内
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

定
各
回
20
人
程
度

持
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

申
問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー（
平
日
10
時
〜
17
時

　
受
付※

土
日
祝
除
く
）

（
☎
０
５
０
・
３
５
３
７
・
６
１
７
４
）

　
担
当
課 

業
務
改
善
・Ｄ
Ｘ
推
進
課

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
の
お
し
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
陶
芸
教
室
】

時
令
和
７
年
４
月
〜
令
和
８
年
３
月

　
の
第
２
木
曜
日
（
計
10
回
）

　
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

料
１
回
　
２
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

時
令
和
７
年
４
月
〜
令
和
８
年
３
月

　
の
第
１
水
曜
日
（
計
12
回
）

　
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
16
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

料
１
回
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

対
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

所
立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

期
３
月
３
日
月
〜

申
問
立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
７
０
９
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

も
し
か
し
て
と
思
っ
た
ら

〜
女
性
特
有
の
が
ん
に
つ
い
て

学
ぼ
う
〜

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
3
月
29
日
土
　
13
時
半
〜
15
時

所
本
庁
舎
２
階
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス

●
講
師
　
麻
生
飯
塚
病
院
が
ん
化
学

　
療
法
看
護
認
定
看
護
師
他

内
女
性
特
有
の
が
ん
の
初
期
症
状
な

　
ど
に
つ
き
、
麻
生
飯
塚
病
院
の
看

　
護
師
さ
ん
が
お
話
し
ま
す
。

託
託
児
・
手
話
通
訳
あ
り

　（
3
月
19
日
水
ま
で
に
要
申
込
）

問
男
女
共
同
参
画
推
進
課
・
健
幸
保

　
健
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
４
３

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
５
５
２
６
）

イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

山
王
山
古
墳
展

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
展
示
】

時
3
月
27
日
木
〜
4
月
21
日
月

　
９
時
半
〜
17
時

所
歴
史
資
料
館

内
山
王
山
古
墳
の
整
備
工
事
が
完
了

　
し
、
公
開
す
る
こ
と
か
ら
出
土
品

　
等
の
展
示
紹
介
を
し
ま
す
。

料
大
人
２
３
０
円
（
１
６
０
円
）

　
高
校
生
１
１
０
円
（
70
円
）

　
小
中
学
生
50
円
（
30
円
）

※

（
　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

※

土
曜
日
は
高
校
生
以
下
無
料

【
講
演
会
】

時
４
月
12
日
土

　
13
時
半
〜
15
時

内
山
王
山
古
墳
の
発
掘
調
査
と
保
存

　
整
備
に
つ
い
て

●
講
師
　
当
館
学
芸
員

所
歴
史
資
料
館

申
事
前
予
約
必
要
（
電
話
）

定
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
県
指
定
文
化
財

「
木
造
薬
師
如
来
立
像
」
の
公
開

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
普
段
公
開
さ
れ
て
い
な
い
木
造
薬

師
如
来
立
像
が
、
17
年
ぶ
り
に
中
開

帳
で
全
身
が
見
学
で
き
ま
す
。

時
３
月
30
日
日
　
11
時
〜

所
問
宝
幢
寺
（
相
田
４
３
８
番
地
）

  

駐
車
場
有

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
８
１
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

国
道
２
０
１
号

八
木
山
バ
イ
パ
ス
が

有
料
道
路
に
な
り
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
篠
栗
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

〜
筑
穂
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
開
通
に
あ

わ
せ
、
通
行
料
の
徴
収
を
開
始
し
ま

す
。

時
３
月
30
日
日
　
０
時
〜

料
１
回
走
行
あ
た
り
の
通
行
料
金

　
・
軽
自
動
車
等
　
　
２
２
０
円

　
・
普
通
車
　
　
　
　
２
８
０
円

　
・
中
型
車
　
　
　
　
３
３
０
円

　
・
大
型
車
　
　
　
　
４
５
０
円

　
・
特
大
車
　
　
　
　
７
６
０
円

　
・
軽
車
両
等
　
　
　
　
３
０
円

※

軽
車
両
等
と
は
50
ｃ
ｃ
を
こ
え
、

　
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
の
原
動
機
付
自

　
転
車
に
限
る

※

原
動
機
付
自
転
車（
50
ｃ
ｃ
以
下
）

　
お
よ
び
自
転
車
な
ど
の
軽
車
両
は

　
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

※

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
可
能
で
す
。

問
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
お
客
さ
ま
セ

　
ン
タ
ー
（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

（
☎
０
１
２
０
・
９
２
４
・
８
６
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

計
量
器
定
期
検
査

受
検
者
の
方
へ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

内
特
定
計
量
器
を
所
有
し
て
い
る
事

　
業
者
の
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
、

　
メ
ー
ル
に
て
実
施
す
る
こ
と
を
検

　
討
し
て
い
ま
す
。
対
応
が
可
能
な

　
場
合
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
事
業
者

　
情
報
を
入
力
し
、
送
信
し
て
く
だ

　
さ
い
。

問
市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
１
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
小
柳
　
智
子
さ
ん
（
新
任
）

〇
高
岡
　
備
子
さ
ん
（
再
任
）

〇
山
﨑
　
嘉
峰
さ
ん
（
新
任
）

【
任
期
】
令
和
７
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　令
和
９
年
12
月
31
日

※

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

　
ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解

　
決
の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密

　
着
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

問
人
権
・
同
和
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
３
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

く
ら
し
の
便
利
帳
が

新
し
く
な
り
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
令
和
７
年
７
月
に
、
市
民
の
暮
ら

し
に
役
立
つ
地
域
情
報
や
行
政
情
報

を
ま
と
め
た「
く
ら
し
の
便
利
帳（
第

８
版
）」
の
発
刊
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
各
事
業
所
へ

広
告
掲
載
の
お
願
い
に
参
り
ま
す
。

広
告
の
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
㈱

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
へ
直
接
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
北
九
州
支
店

（
☎
０
９
３
・
２
８
８
・
５
６
３
０
）

市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

『
こ
い
の
ぼ
り
』
の
寄
付
を
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

内
「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
寄
付
を
募
集

　
し
て
い
ま
す
。
25
年
前
よ
り
目
尾

　
遠
賀
川
河
川
敷
で
泳
ぐ
「
こ
い
の

　
ぼ
り
」
を
増
や
し
、
遠
賀
川
の
大

　
空
に
元
気
に
泳
が
せ
ま
せ
ん
か
。

問
申
目
尾
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
川
原
）

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
８
８
８
８
）

【手話コーナー】
「東京、デフリンピック」

「手話」は、動きのある言
語です。その動きを伝える
ために、動画
にまとめてい
ますのでご覧
ください。 胸でメダルの形を表す。

メダル

親指を伸ばした手をもう片方の
手の甲に打ちおろし、はね上げる。

選手

一方の5指を立て､もう一方の親指と
人差し指で指をつまみあげる動作。

選ぶ
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休日在宅当番医のご案内（診療時間　９時～１７時）
【凡例】（内）…内科、（小）…小児科、（外）…外科、（整）…整形外科、（リ）…リハビリテーション科、（耳）…耳鼻咽喉科、（胃）…胃腸科、（胃内）…胃腸内科、　　　

　　　（消）…消化器科、（消内）…消化器内科、（消外）…消化器外科、（循）…循環器科、（循内）…循環器内科、（腎）…腎臓内科、（糖内）…糖尿病内科、
　　　（呼）…呼吸器科、（皮）…皮膚科、（脳）…脳神経外科、（神）…神経内科、（泌）…泌尿器科、 （肛）…肛門科、 （眼）…眼科、
　　　（産）…産婦人科、 （婦）…婦人科、 （ア）…アレルギー科、（総）…総合診療科、（放）…放射線科

医療機関、診療科等が変更となったり、やむを得ず休診となる場合がありますので、当日の新聞紙面または飯塚医師会の
ホームページをご覧いただくか、医療機関へ連絡していただき、今一度ご確認をお願いします。

3月9日
日

3月16日
日

3月20日
木・㊗

3月23日
日

3月30日
日

飯塚市伊川 406-1
野見山医院

( 内 )( 小 )( 消 )
0948-22-8668

飯塚市西町 4-38
千手医院
( 内 )( 呼 )

0948-22-3363

飯塚市横田 838
樋口医院

( 内 )( 小 )( 循 )
0948-22-1274

飯塚市川津 84-1
ひじい小児科クリニック

( 小 )
0948-21-6661

飯塚市綱分 756
広瀬医院
( 内 )( 小 )

0948-82-0027

飯塚市目尾 720-3
坂元クリニック 

( 内 )( 外 )
0948-25-1881

飯塚市勢田 1286-4
佐藤医院

( 内 )
0948-92-0006

飯塚市綱分 845-1
佐野医院

( 内 )
0948-82-0036

飯塚市鶴三緒 1547-10
柴田みえこ内科・

神経内科クリニック ( 内 )( 神 )
0948-21-0011

飯塚市伊川 1243-1
社会保険二瀬病院

( 内 )
0948-22-1526

飯塚市飯塚 8-20
藤井泌尿器科医院

( 泌 )
0948-21-5550

飯塚市枝国長浦 666-48
前田眼科クリニック

( 眼 )
0948-43-3558

飯塚市飯塚 10-10
松岡産婦人科医院

( 産 )
0948-24-7963

飯塚市吉原町 10-6
青山外科医院

( 外 )( 整 )
0948-22-0212

飯塚市柏の森 1-1
よしかわ整形外科

( 整 )( リ )
0948-30-2009

飯塚市大分 1324-4
あおやぎ内科クリニック

( 内 )( 小 )
0948-72-3230

嘉穂郡桂川町土師 28
嘉穂信和病院

（旧：石田病院）( 内 )
0948-62-2788

嘉穂郡桂川町土居 1270-10
内田外科内科医院

( 内 )
0948-65-2121

飯塚市長尾 884-22
内野内科クリニック

( 内 )
0948-52-6600

飯塚市枝国長浦 666-48
前田眼科クリニック

( 眼 )
0948-43-3558

嘉麻市口春 744-1
社会保険稲築病院

( 内 )
0948-42-1110

嘉麻市鴨生 651-4
平野医院

( 内 )( 小 )( ア )
0948-42-1125

嘉麻市上山田 1287
松岡病院

( 内 )
0948-52-1105

嘉麻市飯田 157
吉國医院

( 小 )
0948-62-2074

嘉麻市鴨生 824
有松病院

( 産 )
0948-42-1108

【飯塚市立病院よりお願い】
※初診の方は、かかりつけ医より紹介状を持参していただくようお願いします。
※正確な薬剤情報や特定健診情報を取得・活用することができる、マイナ保険証の利用にご協力をお願いいたします。

医 療  あ れ こ れ
テーマ：バイオシミラーの普及がもたらす医療費軽減について
　　　　～患者さんや飯塚市の医療財政負担軽減のためにも～

　バイオ医薬品と呼ばれるお薬があります。遺伝子組み換え
や細胞培養など、最新のバイオテクノロジーを用いて作られ
た医薬品です。これまで難しいとされていた、がん、関節リウ
マチ、骨粗しょう症などの治療に使用され、革命的な治療効
果をもたらし、医療現場で広く使われるようになりました。
　「バイオシミラー」とは、ジェネリック医薬品と同じように
先行するバイオ医薬品の特許が切れた後に開発・発売される
お薬で、「バイオ医薬品」のことを表す「バイオ」と、「似てい
る」という意味の英単語「シミラー」を組み合わせた言葉で
す。ジェネリック医薬品と同様に、先行するバイオ医薬品と
同等の品質、安全性および有効性を有する医薬品です。一方
で、バイオシミラーはバイオテクノロジーによって作られるた
め、先行品とはとても類似しているものの、ごくわずかな違
いが生じることがあり、「まったく同じ構造」とは言えません

が、非常に厳しい審査や調査が行われるので、先行品と同様
に使用することができます。
　バイオ医薬品の開発や製造には、高い技術と最先端の設
備が必要で大きなコストがかかります。そのため薬価も高く
なり、治療を受けている患者さんにとって医療費負担が大き
くなることがあります。また、国民医療費を増加させる原因
のひとつにもなります。よって、バイオシミラーの普及は患者
さんの医療費負担を軽くするだけでなく、公費負担（国や市
町村、健康保険組合などが支払う金額）も軽減されるメリッ
トがあります。
　国民皆保険を堅持していくためにはジェネリック医薬品の
普及率を上げることはもちろんですが、バイオシミラーの普
及も必要です。当院においても、この5～6年で多くのバイオ
シミラーを採用し、負担削減に取り組んでいます。

飯塚市立病院 
薬剤室　　
室長　

山下　崇
やました　　たかし



23 IIZUKA 2025.3 No.228

図書館だより
飯塚市立図書館キャラクターぼたぼん

休館日の
お知らせ

【飯塚】3日・10日・16日日・24日・31日
【ちくほ・庄内・穂波】
　　　　3日・10日・17日・24日・31日

【頴田】土・日・㊗

※イベントは中止となる可能性があります。最新の情報はホームページでご確認ください。

飯塚図書館　 (℡0948-22-5552/Fax0948-22-5770)9 時半～ 19 時　　　　穂波図書館 (℡0948-29-1172)　9 時～ 17 時
ちくほ図書館 (℡0948-72-3849/Fax0948-72-3854)9 時半～ 18 時　　　　頴田図書館 (℡0948-92-3760)　9 時～ 17 時
庄内図書館　 (℡0948-82-4155/Fax0948-82-2188)9 時半～ 18 時　　　　叞：info@iizuka-library.jp

飯塚市立図書館に関する「もっと知りたい！」はこちら
公式 X( 旧 Twitter)

「ぼたぼんのつぶやき」
@iizukacity_lib

飯塚市立図書館
ホームページ
www.iizuka-library.jp

公式 Instagram
iizuka_library_official

飯塚図書館 リサイクル市

3月20日木～23日日
イイヅカコミュニティセンター 
2階展示ホール
飯塚図書館

と 　 き
場 　 所

問 合 せ

図書館で役目を終えた本･雑誌をご提供

子ども読書クイズ大会

4月1日火～30日水
中学生以下
市内各図書館

と 　 き
対 象
場 　 所

今年は開催期間が違うよ！

“りぶ活 teens”って知ってる？
Library＋活動＋teens(10代 )＝りぶ活 teens！

飯塚市立図書館では、
10代の皆さんに向けてオススメ本や役立つ情報を

館内・ホームページで発信しています！
“りぶ活だより”を探してみてね！

＜飯塚図書館休館のお知らせ＞
令和 7年 5月 1日木～
令和 8年 3月 31日火

イイヅカコミュニティセンター改修工事のため
上記の期間休館いたします

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします

☆あなたの学びたいを応援します☆
令和７年度　中央公民館サークル受講生募集
市内居住者 ・ 同勤務者を優先（定員に余裕のある場合はこの限りではありません）
令和7年4月中旬～令和8年3月中旬 
令和7年4月1日火～4月7日月　9時～17時　※5日土は12時半まで
イイヅカコミュニティセンター（中央公民館）　☎0948-22-3274　Fax0948-22-3609

【注　意】　費用は、サークル会運営費お一人年間100円が別途必要です。
　　　　　受付は、先着順となります。
　　　　　申込書（窓口に設置）に記入の上、公民館へご本人が直接お申込みください。
　　　　　FAXや代理での申込みも可能としますが、受付順位は本人申込みを優先させていただきます。
　　　　　申込者が少数の時は開講されない場合があります。

★ 対  象  者
★ 開 講 期 間
★ 募 集 受 付
★ 問  合  せ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

ヨガ体操ナーディＡ
ヨガ体操ナーディＢ

英会話１
飯塚中央フォークダンス

飯塚ビデオ倶楽部
ビギン・ザ・詩吟

太極拳
カラオケ同好会
ふれあい太極拳

フラダンス
中国語

英会話２
川柳

トロピカーナ音楽同好会

中村　節子
中村　節子

ｸ ﾚ゙ｯｸ ・゙ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ
大庭　眞理子

角　鐵秀
緑川　優聖

濱崎　由巳子
松下　恵美子
高市　智津子
佐竹　和子
豊田　暁非

ｸ ﾚ゙ｯｸ ・゙ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ
坂本　喜文
小島　優己

¥2,400
¥2,000
¥2,400
¥2,000
¥1,000
¥2,000
¥2,000
¥2,400
¥2,000
¥2,400
¥2,400
¥2,400
¥500

¥1,000

―
―

年￥5,000
―
―
―
―
―
―

年￥1,500
年￥2,400
年￥5,000

―
月￥500

24名
30名
20名
30名
20名
15名
26名
15名
15名
15名
20名
20名
30名
25名

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週

10時～12時
19時半～21時半

10時～12時
10時～12時
14時～16時

18時半～20時半
10時～12時
13時～15時
14時～16時
10時～12時
 10時～12時
10時～12時
13時～15時

18時半～20時半

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
・
1

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
・
3

4
4
・
4
4
4
4
・
・
4
4
・
・
4

月

火

水

金
土

講師 定員
費用 学習日

曜日・開催週 時間月会費 教材費
サークル名№
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無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー（
3
月
）

飯塚市民のマイナンバーカードの申請
及び交付の休日窓口を開設します！
日時：3月16日日　受付時間　9：00～16：00
場所：飯塚市役所　1階　市民課

◎休日窓口開設日に限り、交付場所（交付通知書「ハガキ」に記載）が
　本庁以外の方も飯塚市役所市民課窓口でお受取りができます。
◎マイナンバーカードの申請に必要なもの（有効期限内のもの）
　本人確認書類（Ａのうち1点、またはＢのうち2点）
　Ａ　運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（顔写真付き）など
　Ｂ　資格確認書（健康保険証）、介護保険証、年金手帳、子ども医療証、
　　　親子健康手帳（母子健康手帳）など

顔写真は窓口で
無料で撮れます。

●問合せ　市民課（☎0948-96-8210）

※通知カードをお持ちでなくても申請できます。

女
性
の
た
め
の

人
権
に
つ
い
て

6日・13日木　17時15分～19時
27日木　17時15分～20時
 
13日・27日木　13時～16時 

5日・12日・19日・26日水　13時～16時 

5日水　10時～正午
 
13日木　13時～15時 

19日水　13時～15時 

平日13時～16時 
毎週木曜日17時～19時 

28日金　13時～16時 

27日木　13時～16時（相談時間30分） 

18日火　13時～16時 

4日・11日・25日火
10時～正午、13時～16時

8日土　13時半～16時 

平日9時～16時 

平日8時半～17時15分 

6日木

10日・24日月

平日8時半～17時15分 
平日8時半～17時 

税務課 (☎0948-22-5525)
※今月の納期は「国民健康保険税」です。

飯塚市役所本庁

イイヅカ
コミュニティセンター

市民交流プラザ

飯塚市役所本庁

飯塚法律相談センター(☎0948-28-7555)

飯塚市役所本庁

飯塚市役所本庁

福岡法務局　飯塚支局

飯塚市役所本庁5階
北会議室

立岩交流センター

サン・アビリティーズ
いいづか
福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター飯塚ブランチ

（☎0948-21-0390） 
こども家庭課（☎0948-22-5501）
子どもなんでも相談（☎0948-26-7733）
筑穂人権啓発センター
穂波人権啓発センター
庄内交流センター
頴田交流センター
飯塚市役所本庁4階
NPO法人人権ネットいいづか

男女共同参画推進センター
サンクス
(☎0948-22-7058)

市民活動支援課
(☎0948-96-8259)

市民活動支援課
(☎0948-96-8259)

市民活動支援課
(☎0948-96-8259)

法テラス福岡
(☎050-3383-5502)

国際政策課
(☎0948-96-8507)

直方年金事務所
(☎0949-22-0891)
いずみ会
(☎090-5386-4116)

人権・同和政策課
人権相談ダイヤル
☎　0948-43-4764
FAX 0948-23-7048

☎/FAX　0948-24-7582

不要

要

優先

要

不要

要

不要

要

不要

要

不要

不要

不要

不要

要
不要

人権相談出張窓口

人権相談

夜間納税相談

法律相談

行政相談

法律相談

くらしの手続き無料相談会

法テラス無料法律相談会

専門家による外国人無料相談会

年金相談
精神障がい者家族相談員による相談会

一般相談
職場の悩み相談

(納付受付、口座振替、納税に関する相談など)

(行政に関する苦情、意見・要望など )

※年度 (4～3月 )で1人1回30分

※年度(4～3月)で
　1人1回30分

(相続、離婚、借金、交通事故など )

(成年後見制度、相続、官公庁署への許認可申請手続など )

（※予約の電話の際に要件等を確認します）

(外国人ビザ、雇用、国際結婚など )

養育費の無料電話相談
(母子家庭、父子家庭、離婚協議中の人 )

家庭児童相談室
(子どもに関する相談、ひとり親家庭に対する相談 )

女性弁護士
による

女性相談員
による

女性相談員
による

相談内容 とき ところ 申込み・問合せ予約

10時～正午
14時～16時
10時～正午
14時～16時



※申込期限前でも、定員になり次第、参加の申込受付を終了させていただきます。
※詳しくはエコ工房ホームページ（http://eco-kobo.com）をご覧ください。
●申込み・問合せ　飯塚市リサイクルプラザ エコ工房　飯塚市吉北 118‐2（☎/Fax 0948‐22‐5679）
※休館日（毎週月曜日・毎月第三日曜日）　　受付時間（am10:00 ～ pm5:00）

※ぞうり編み器やミシン、工具、調理器具（ガス代別途1人100円）など、ご希望に応じて無料で使えます。
○参加費100円（お茶、保険代）
●事前予約なしでどなたでも参加できます。9時～15時の間であれば、ご都合のよい時間からお好きな時間まで。
☆お友達と、夏はクーラー冬は暖房といったエネルギーのシェアに、また、情報のシェア (おしゃべり )だけでもどうぞ！

エコ工房　3月・4月環境教室案内
（募集人数や持参品、対象年齢等の詳細は下記までお問合せください。）

飯塚市の人口と世帯（前月比）
※住基と外国人の合計人口・世帯数

総人口
男
女

世帯数
3

シェアデイ
（エコ工房開放日）

3月21日金 9時～15時
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3月15日土
10時～15時
3月23日日
10時～正午
3月29日土
10時～11時
4月5日土

10時～正午
4月6日日･8日火

10時～正午
4月11日金
10時～正午

日　時

そば打ち教室

新聞コサージュ作り

生ごみ処理器配布会

ペットボトル風車作り

子ども服交換会

季節の寄せ植え教室

教室名 内　容

手打ちそばを作りましょう。
※午前の部10時～12時、午後の部13時～15時

古新聞のカラーページでコサージュを
作りましょう。

黒土のバクテリアパワーで生ごみ削減！
生ごみ処理器を使ってみませんか。

ペットボトルで風車を作りましょう。

サイズが合わない子ども服を交換しませんか。

季節のお花で寄せ植えをしましょう。

定員

午前・午後

各12組

10

10

10

-

10

1組
1500円

1個
300円

1個
500円

1個
200円

無料

1個
1600円

材料費
（参加費含む）

3月9日
日

3月19日
水

3月23日
日

4月2日
水

当日可

4月6日
日

申込期限

市民交流プラザ 3 月イベント あいタウン２階（☎0948-21-6711）
毎週水曜日休館

9日日

11日火

11日火
25日火

13日木

15日土

16日日

パソコンつなごう会（ゆうゆうコース）
／13時～16時
初心者用パソコン・スマホ質問会
／10時半～12時半
遺言・相続等よろず相談
／10時～13時
行政相談
／13時～15時
英語で楽しく話しませんか
／14時～16時
パソコンつなごう会（スマ・タブ研修会）
／13時～16時

名称／時間日 内容／問合せ先
パソコンゆうゆうコース！町内会などで Excelを活用しよう！！
パソコンは持参。資料代500円／パソコンつなごう会 三上（☎0948・28・7860）

初心者のパソコン・スマホの質問に答えます。要予約。無料
／楽々パソコン 高松（☎090・4775・0395）

遺言・相続等の心配事や手続きについての専門家による無料相談。予約不要（先着順）
／飯塚市高齢者あんしんサポート 松岡（☎0948・26・0555）

行政に関する苦情、意見、ご要望などご相談ください。
／市民活動支援課（☎0948・96・8259）

自分の考えを限られた時間内に英語で伝える練習。見学無料
／飯塚トーストマスターズ 荒川（☎090・6429・5379）

シニアとミセスの為のスマホ・タブレット研修会！スマ・タブを活用して旅行を楽しもう！！
スマホ・タブレットは持参。資料代500円
／パソコンつなごう会　三上（☎0948・28・7860）

～

～

～

～

～

～

～

～

飯　塚

浜　松

山　陽

川　口

伊勢崎

4日火

13日木

23日日

31日月

4日火

9日日

17日月

27日木

1日土

10日月

19日水

28日金

2/28日金

5日水

14日金

25日火

普通開催（アーリー）

普通開催

特別 GⅠ共同通信社杯プレミアムカップ

普通開催

普通開催（ナイター）

GⅠ開設記念グランプリレース

普通開催

普通開催

施設改修に伴い、本場開催はありません。（～6月下旬頃まで）

124,012    (-106)

59,279   (-19)
64,733   (-87)
64,130   (-49)

令和7年1月末現在
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市内で行われたイベントや
活動などを掲載しています。

ジュニアサッカーチーム「FCLIG」が
全国決勝大会への出場を報告

　ジュニアサッカーチーム「FCLIG」が令和7年3月に開
催される「MSJ DREAM CUP2025～全国決勝大会～」
に出場することとなり、12月18日に23名の選手と監督
が市役所を訪れ、武井市長と桑原教育長に報告を行い
ました。選手たちからは「絶対優勝する！」という心強
い意気込みが聞かれました。

穂波西中学校女子駅伝競走部が全国大会で快走！
　穂波西中学校女子駅伝競走部が「全国中学校体育大
会第32回全国中学校駅伝大会」に出場し、全国11位と
いう快挙を成し遂げたことから、12月17日に部員9名と
学校関係者が市役所を訪れ、桑原教育長にこれまでの
報告を行いました。
　穂波西中学校女子駅伝競走部の韋駄天の皆さん、輝
かしい成績おめでとうございます！

「令和6年度エコスタいいづか」が開催！
　2月8日、市役所で環境啓発を目的とした冬の恒例イ
ベント「令和6年度エコスタいいづか」が開催されました。
　会場には市内小中学校の活動紹介、工作・体験ブース、
物販コーナー、スピードくじなどもあり、キッチンカー
も市役所駐車場前に登場しました。
　この冬一番の寒波を吹き飛ばすホットなイベントを多
くの来場者が楽しんでいました。

「第10回新春カラオケ大会」が開催されました
　飯塚市老人クラブ連合会主催「第10回新春カラオケ大
会」が、1月24日にイイヅカコスモスコモンで開催され
ました。
　各地区を代表する42組の演者がカラオケ、踊り、詩
吟などの演目で出場し、観客は拍手やペンライトで会場
を盛り上げ、歌い終わりには労いの花束を届けるなどし
て、出場者も観客も笑顔の一日となりました。

飯塚市内で撮影した風景写真を募集します。

雨雲と夕焼けの空
撮影場所 : 飯塚橋　撮影時期 : 令和6年12月2日
撮 影  者：近藤 良樹



「青少年指導者等顕彰」を受賞
　約30年前から市内小学校に自作の生け花
を届けるなど、長年に渡り青少年の健全育
成活動、奉仕活動を行ってきた飯塚市在住
の金子孝之さんが令和6年度「青少年指導者
等顕彰」を受賞し、1月14日に来庁、山田
教育部長に喜びの報告を行いました。

「自治会等地縁による団体
功労者総務大臣表彰」を受賞

　多年に渡り自治会活動全般において中心
的な存在として活躍されてきた飯塚市自治
会連合会副会長の梶原省三さんが「自治会
等地縁による団体功労者総務大臣表彰」を
受賞し、12月23日に来庁、武井市長に喜び
の報告を行いました。

令和6年秋の叙勲にて
「瑞宝単光章」を受章

　昭和60年から現在までの41年間、長きに
渡り飯塚市の統計調査員として調査事務に
従事された圓入近子さんが、令和6年秋の
叙勲「瑞宝単光章」を受章し、12月23日に
来庁、武井市長に喜びの報告を行いました。

市内で行われたイベントや活動などを掲載しています。
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3 月

◆定員：８人(先着順)
◆受付：誕生日月前月1日8時半～1週間後の17時まで
※1日が土・日・祝日・年末年始の場合は、翌開庁日から1週間後の17時まで。
※写真は紙面に合わせ適宜トリミングを行います。ご了承ください。

電子申請（QRコード）にてお申込みください。
問合せ　情報管理課情報発信係（☎0948-96-8541）

横田

お誕生日おめでとう！幸せな毎
日をありがとう！大好きだよ！

1日 6日 14日

梅山　天弓
うめやま　あゆみ

平恒

お誕生日おめでとう！いつもおと
ちゃんの笑顔に癒されるよ。元
気に育ってね。

可川　桜都
かがわ　　おと

椿

いつもニコニコ笑顔のはるた
ん！癒しをありがとう♡大好きだ
よ♡

大野　晴玲
おおの　　はるた

広
告

広
告



■三菱エコキュート ３７０Ｌ

40.7万円（税込）

（税込）※工事費はエコキュートからエコ
　キュートに取替をした場合です

★搬入・設備工事・電気工事・既設撤去処分全て含む

まずはお気
軽に

お電話を
!!

メーカー希望小売価格
1,301,850 円（税込）

■営業所 / 直方・福岡・北九州・唐津　　☎０９４８－２２－２１１９
   龍王ガス株式会社

フルオート ＳＲＴ－Ｓ３７6Ａ
浴室・台所リモコン・脚部カバー付

取替えまで
ガス給湯器で
対応します !

故障
しても

工事費
目安 7.7～9.9万円

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

この印刷物は再生可能な用紙を使用しています。QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です

◆
発
行
・
編
集
　
飯
塚
市
役
所
総
務
部
情
報
管
理
課
　
〒
820-8501　

新
立
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5
番
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号
（
☎
0948-22-5500　

FAX0948-21-2066）　
◆
印
刷
　
今
心
株
式
会
社
　
〒
820-0044　

横
田
669-69

家・納屋 解体
造成工事


